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質 問 者 質  問  事  項 質  問  の  要  旨 

工藤 政由 

 

 

１．将来の町づくり 

 

①未来の築上町をどう作るのか。 

中島 英夫 １．教育再生実行会議の学

制改革に関する素案の

内容について 

①小中一貫制度化提言等について 

１．日本創成会議の人口推

計データから試算した

本町の姿について 

①本町も８９６自治体（人口半減）となって

いるが、その対策について 

塩田 文男 １．障がい者就労支援強化

を 

①就労の取組について 

 

１．ごみ袋について ①町内収集運搬の状況について 

②指定ごみ袋について 

工藤 久司 １．総合計画について ①総合計画に沿って運営してきているのか。 

②検証した結果を新しい総合計画にどう反映

していくのか。 

１．学校教育について ①いじめ、不登校はあるのか。 

②英語が小学校の教科になるが、体制の整備

は。 

③小中学校の統合について、将来を見据えた

計画は。 

信田 博見 １．バイオマスタウン構想

と第一次産業の関連に

ついて 

①構想の中での農業・林業・漁業の位置づけ 

②まず何をするのか。 

③最終的には何を考えているのか。 

④予算規模は。 

⑤何年を目途にしているのか。 

１．障がい者福祉と高齢者

福祉について 

①障がいを持った人が６５歳を過ぎると介護

保険が優先になるのか。 

②近隣市町村と違わないか。 
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午前10時00分開議 

○議長（田村 兼光君）  皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は１３名です。定足

数に達していますので、本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．一般質問 

○議長（田村 兼光君）  日程第１、一般質問です。 

 これより順番に発言を許します。発言は昨日の続きの議員からとします。 

 なお、質問は、前の質問者席から行ってください。また、答弁を行う者は所属と氏名を告げて

発言してください。 

 では、７番目に、１番、工藤政由議員。工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  皆さん、おはようございます。本当に久しぶりにここに立ったよ

うな気がします。本当、半年ぶりです。 

 毎回同じような質問でありますが、いつものらりくらりの答弁で、本当にもやもや状態でここ

を退席していますが、今回も町長の政治家としての資質を、ぜひきょうはじっくり聞いてみたい

というふうに思っております。 

 この前２月の初旬に、町長選挙がありました。町長は６,８００票ですか、すさまじい票をと

って、３回目の当選を果たしました。そこで、４年間また町政運営のかじ取りをやっていくわけ

ですが、この地域で政治家と呼ばれる人は、まず国会議員がいます。次に、県会議員がいます。

次に首長がいて、市町村議員がいるわけですが、この中で国会議員というのは議員内閣制で、一

応議員です。この議員が大臣になれば地域がガっと盛り上がって、画期的に変わる可能性もある

でしょう。そういうこともあるでしょう。しかし、この県会議員という立場は我々議員と同じで、

議員です。執行権もありません。しかし、首長という立場は、これ大統領制だと私は思ってます。

だから、町に関することの執行権、人事権も全て含んで、権限はほぼ首長に集中します。そうい

った中で、本当に真剣にまちづくりを考えていかなきゃいけない立場です。 

 そういう立場の中で、ひとつきのうも言ってたんですが、いろんな問題あります。今回皆さん

も、きのうからの質問の皆さんなどの中で、みんな時代の変わり目というのを議員の皆さんは感

じてるようです。しかし、町長はなかなかその辺が感じ方が鈍いような気がしてます。 

 じゃあ、何でそう感じてるかというと、皆さん、この前新聞発表であった、きのうも言ってま

したが、今から４０年後には築上町、みやこ町がなくなるというような話で、きのう町長は声を

荒立てて、そんな根拠はないような話は俺は受け付けんみたいな話をしていましたが、それぐら

いの危機感を持って町政運営に臨むべきだと、僕はそういうふうに切に思ってます。私もそうい
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うふうに思ってます。 

 今、うちの町は過疎指定の町ということで、これもう非常に驚いていますが、自衛隊の隊員が

１,０００人以上いる中で、何でうちの町がまさか過疎指定の町になろうとは思ってませんが、

しかし、その過疎指定の町になって過疎債が使えて、非常に有利な方向で過疎債が使えてよかっ

たと。これはちょっと違うんじゃないかと思うんですけど、外に行って、うちの町は過疎の町と

いって胸を張って言える町民はいないと思いますし、議員としてもうちの町は過疎のまちだと胸

を張って言う気もありませんし、恥ずかしいで、言う気にもなりません。 

 そういった中で、ひとつ人口対策ちゅうことで、これ僕は聞いてませんが、コマーレであった

選挙討論会、その中で人口対策で自衛隊の隊員をふやしゃあいいと。きのうの誰か、西畑議員の

質問ですか、人口対策で自衛隊の女子職員をふやしゃあいいとか。それから、これも聞いた話で

すけど、その検討会の中で外国人をふやしゃあいいとか。これは本当にひとつの町の首長の言う

ような施策かと、もう本当にあきれ返って倒れそうな雰囲気ですけど、ちょっと質問しますが、

議論にもしたくないんですが、じゃあ、自衛隊の隊員をふやすためにあなたはどういう行動をと

るんですか。自衛隊の女子隊員がふえたからちゅうて、その女子隊員がここに定住するわけでは

ないでしょうし、大体、自衛隊は２年か３年で異動しますよ。ここに定住するわけやないで、こ

こで子供生んで育てるという人もいるかもしれませんが、まずそういうふうな、防衛庁の長官で

もあるまいし、一首長が隊員をふやしゃあいいとか、外国人をふやしゃあいいとか、どういう神

経でそういうことを言ったのか本当に理解に苦しむとこですが。 

 そういった中で、どういうふうな、これも町の将来的なビジョンですよ。どういうふうにこの

町をデザインして、５年先、１０年先、あなたも４年まだあと任期があるわけですが、どういう

まちづくりをしようと考えて、町をどういうふうにデザインしようというふうな施策はあるのか。

また、これも頼むからこれ言わんでほしいんですけど、もう何回聞いても「暴力のない町」、

「安全な町」とか、もうそういう話じゃなくて、町のグランドデザインですよ。ここをこういう

ふうにやると、まずはハード面について聞いてみましょう。どういうふうなグランドデザインを

つくって、５年先、１０年先、どういうふうなまちづくりをしようとしているのか、教えてくだ

さい。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  ハード面という形になれば、基本的にはやっぱり総合計画に基づいて私

はやるべきだろうと。そのために、一応合併してからも９年目に入っております。その総合計画

の見直しも必要だろうと。そして、まだ今まで１期の総合計画でつくったことが実現されてない

ことが多々あります。これもやっぱりその中に盛り込んでいくべきだろうとは思っております。 

 今、一番ハードといえば、光、これもハードになろうかと思いますけれど光も入れてまいりま
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したし、少しずつではございますけれども、社会資本の整備は私はできておると思います。下水

道も大体全般的に人口集中地区にはほぼ計画も網羅しておるということで、こういういろんな社

会資本が整備されなければ、まちづくりはできないと。 

 そして、次にはやっぱり日豊線の駅前の活性化でしょう。これはやっぱり非常に難しい。実際、

商店街もだんだん後継者がいないで、疲弊してる。じゃあ、どうするかという形になれば、やっ

ぱり地域の皆さんが頑張って、私が幾ら旗を振っても皆さんはやっぱり旗どおりには動きません。 

 それから、これも工藤議員も町長をしておって御存じだと思いますけど、コンセプトという形

になれば基本的にはこういうまちづくり、当初から私は申しております、この築上町にはいろん

な資源がございます。その資源を利用した形でのまちづくりだということで、まずやっぱり一番

の資源は農林水産業ということで、これも歴代の築城、椎田の町長は圃場整備をどんどんやって

きていただいておりますし、これはこれでよしとします。 

 そして、あとこの圃場整備ができたからじゃあどうするかという形になれば、やっぱり農業面

においてはいわゆる経費低減のための営農組織化とか、そういうものが私は必要ではなかろうか

なと考えて、これも皆さんに協力を仰ぎながら、大体これは全町的に実現がしつつあるわけでご

ざいますし、それから、あと林業、これも非常に困った問題で、やはり木材の価格の低迷下とい

う、これは国の政策に、漁業もしかりです。いわゆる魚価の低迷、そして、資材、そして燃料費

の高騰とか、いろんな形で今一次産業は打撃を受けておるのは現状でございますが、本来なら本

町は一次産業の町でございます。これをやっぱり糧にしながら本町はずっと運営をされてきたと

いうのは、これはもう町民皆さんが御存じのとおりと思います。 

 だから、やはり自然を大事にしながら一次産業を構築していくと。そしてまた、その中に二次

産業、三次産業というものも少しは入れなければ今の現状ではいわゆる生活をすることができな

いということで、いろんな形でそれはそれで産業の活性化。 

 それと、駅は顔でございまして、今後、椎田の駅前、ごみごみしております。これをやはり何

とかしなければということで、駅前の県道の改修、これをやっぱり強く県に働きかけて、そして、

駅前広場も基本的にもうちょっと築城の駅前みたいな形しなければ、この顔としての存在価値が

ないんではなかろうかなということで、駅前をきれいにしていくという、これはやっぱり大事だ

ろうと、このように考えておりまして、基本的にはハード面、そういう形で、これはお金を生み

出すわけではございませんけれども、生み出す１つの材料としてこの駅前の開発はぜひ私は進め

てまいりたいと、このように考えてるところでございまして。 

 まだまだハードといってもたくさんございます。きのうからも議論されて、きのう、おととい、

それから、議案質問の分でも学校の建てかえとか、それから、ちょうど公共施設の建てかえが時

期に来ております。これが時期に来てなければまたほかのこともできますけれども、そういう形
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の、これはやっぱり基地を利用しての形で国からの金を引き出していくと、これがやっぱり一番

の財政的な形ではいいんではなかろうかなと、このように考えておりますし。 

 それから、人口が減るとか何だ、これはやっぱりどっかの首長が申しておりましたけれども、

地球がある限りはこの築上町は破滅はしないと私は考えておりまして、いらん世話やくなと言い

たいんです。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  質問の趣旨は、ハード面はどういうふうに考えておるかという質

問やったんですけど、本当に容量を得ないようなことです。 

 当然、ハード面に関しては総合計画をつくって、その総合計画にのっとってハードをやってい

くべきと。学校の問題にしてもしかり、今あるとこに時期が来たから、ほら建て直す。これもや

っぱりその総合計画のもとでこことここは統廃合をしようと、これはこういうこうで、これはど

ういうようにやろうというような、そういうふうな大きなグランドデザインをつくってからハー

ド面に取りかかるというんなら話はわかりますけど、今あるとこに老朽化したらボンボンボンボ

ン建てていくと、これは合理化っていうことを考えていけばこれは本当に非合理な話で、合併し

た意味もないというような、今あるとこにボンボン老朽化したら建てるということは合併化した

意味もなくなってくるし、ぜひハードに関しては総合計画を立てた上で実施していくというよう

な方向でないと、将来の絵が全然見えてこない、全く説得力がないというふうに思っております。 

 そういった中で、人口の減少のあるわけですから、このハードについてまだありますよ。学校

問題だけじゃなくて、庁舎２つあります。これも合併して庁舎２つ要るわけでも、全く２つ要ら

んと思います。１つに統廃合してどっかに集中して、総合的なものをつくっていくというのも

１つの手だろうと思います。 

 また、点在してる社協の今入っております自愛の家、それから築城の福祉、それから役場の横

にある福祉施設、ああいうのも３つ同じようなことをしてますが、ああいうのも統廃合して、ど

っか同じ敷地内につくるとか、それから、隣保館もあります。２つぐらい隣保館みたいな人権セ

ンターもあります。そういったものも、例えば社協と一緒に総合的なところに一緒に入れ込んで

１つにするとかいうような計画も、総合計画をやりかえてるみたいですから、総合計画をつくっ

てからやっぱりそういうものは順次やっていくというものを、まず我々議会には示して、そこで

納得して議会の同意を得て、そういうものを順位をつけてやっていくのが当たり前じゃないかな

というふうに思います。 

 その辺もう一度聞きますけど、どうするつもりなんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 
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○町長（新川 久三君）  合併してからいろんな施設も重複はこれしております。しかし、それぞ

れの地域でやっぱり使っておるという現状がございます。使ってない施設は、これはいわゆる廃

止もやぶさかではないですけども、そういう形の中で、使用頻度がたくさんあればこれはこれで

私はあっていいと、このように考えておりますし、建てかえの時期という形になればそれはそれ

で、社協も２つ持っておりますけれどもこれはどうするかという形は、やっぱりいろんな方面の

意見を聞きながら、そしてまた、今までの総合計画ではそういう統廃合の形のものはほとんどな

いという形になっておりますし、やっぱり合併して５０年は私は両方の基本的には施設、必要で

はないかなと考えております。 

 というのは、合併したら全てが、何にしても一緒なんです、中央へ中央へと寄ってくるという

形がございます。昭和３０年の合併でも、だんだん山間部がさびれてきておるというのが、これ

が合併の習わしではないかなと考えておるところでございまして、こういう形の中で、山間部、

いわゆる中山間地の疲弊を防ぐためにもそういう施設も必要だろうし、これは徐々に介入をして

いけば、急激な改善という形になれば、現在利用している方々、そして、その地域の方々にとっ

ては非常にこれは残念な形になろうと思うし。 

 そういう形の中で、前向きに考えた形で、何か後ろ向きに考えるような質問が今多いんです。

これを前向きな形で質問してもらったほうが私はいいんじゃなかろうかなと思いますけど、今あ

る施設をどう生かすかという形で、私は何とか地域の中でどんどん活用していただければいいん

ではなかろうかなと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  後ろ向きな質問ですか。これは改革していけと、改革して、合理

化してスリムにして、無駄を省きなさいという質問ですから、決して後ろ向きな質問をしいてる

つもりはないし、前向きに合理化してスリムな町をつくっていきましょうって、前向きな質問し

ているつもりですけど。 

 それをどう勘違いしているのか知りませんが、それからもう１つ聞きますが、学校の統廃合の

ときにもこの前委員会でも言いましたが、選挙のときの公約で学校は今の建てかえ、統廃合じゃ

なくて建てかえと言いましたが、私は町長の選挙公約をよくわからないんですけど、それ以外の

選挙公約いろいろあったと思うんですけど、ちょっと１回聞かしてくださいよ、選挙のときの公

約を。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的にはいつもあなたが質問しておるように、やっぱり住みよいまち

づくりです。このためには、やっぱり犯罪の少ない町、それから、非行の少ない町と、これを私

は一番に上げております。そういう形の中で、これはやっぱり今だんだん顕著にこれがあらわれ
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てきておるんじゃなかろうかなと、このように考えておりますし、やはりどっから見ても後ろ指

を指されない町、これを私は町民の皆さんでつくっていきたいと。これをまずモットーの公約に

してきたとこでございますし、そういう形の中で、利便性を求めるというものもございますし、

これは今ここで言えば時間が何時間あっても足りません。 

 そういう形の中で、ぜひまた、もし話が聞きたかれば、こういう形の時間をとっていただけれ

ばそれは私もやぶさかではございませんし、そういう形でとにかく町民皆さんが「ああ、住んで

よかったな」という町ができれば、それでいいんじゃないかなと思います。ただ効率的な町とか

そういう形とかじゃなくて、非効率でも住んでよかったという町になれば、それから、住みたく

なる町という形で、何もかもが１足す１は２というんじゃなくて、１足す１は３になってもいい

し、４になってもいいと私は考えておる、こういうまちづくりを、少しは無駄があってもいいん

ではないかと。 

 中学の統合も、これは財政的には助かります。だけど、これは人の心というのがございます。

この心をどうするかという形になれば、私は統合しないで現状のままのほうがいいということで、

ずっと主張はしてきておりますし、あなたも先ほど、町長は大統領職と、方針は私が出して、あ

とは職員等々が、それから、住民の皆さんが協力していただきながらまちづくりをやると、これ

がまずモットーでございますし、そのために自治会を中心にまちづくり地区計画というものをつ

くっていただいておりますし、大きな計画は先ほど申しましたように駅前の開発、これについて

はやっぱり町が積極的にやっていかなければならないというような形になりましょうし、それか

ら、自衛隊の基地問題等々、こういうものも方針を示しながらやっていくというのが、これは町

長として大事な仕事ではないかなと思っておるところでございますし、やっぱり住民の皆さんと

ともにいろんな形で協議をしていくという、私も大分中学の統廃合は意見を聞いてまいりました。

しないほうがいいという意見です。 

 そういう形の中で、私はきっぱり今自信を持って予算を出したということで言わせていただき

ましたけど、そういうことで、これはいろいろ、今こうで何を言えといっても、そんなに多くは

言えるもんでございませんし、そういうことで御了承をいただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  マニュフェストを出していないんですか、選挙のときには。その

マニュフェストがなきゃないでいいんでしょうけど、そら選挙終わったことですからいいんでし

ょうけど、この前、盛んに言いましたよね、選挙公約やから中学校は統廃合しないという話で、

もしこれ、選挙公約ってやっぱり大変なことですよね。公約を守れなかったということになると、

これ責任問題になると思うんですよ、約束を果たせなかったということであれば。もし、この中

学校の統廃合に関して約束を果たせなかったら、どう責任をとるんですか。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  私は統廃合するとは一切言ってませんよ。統廃合はしないと（発言する

者あり）だから、統廃合しない、それの責任はどうとるかというと、責任はないと思う。今のま

まの校舎の建てかえをやると（「だから、それがでけんやったら……」と呼ぶ者あり）そんな、

それができん……。 

○議長（田村 兼光君）  あのね、ちょっと町長も工藤議員もよ、そういう個人的な私情は横に置

いて、築上町がどういう具合にいいほうに進んでいくかというようなやりとりに移ってもらいた

い。だから、今そういう責任問題とかそういうやつは横にちょっと置いてください。 

 工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  公約ですから、守れなかったらそれなりの説明責任はありますね、

町民に対しての。何をそう……いいや、もうそれはやめときましょう。 

 先ほども言いました駅前開発については、これは私が町長してるときからもうずっと取り組ん

できてました。もうこれは三十数軒、駅前ありますけども、今は何軒か知りませんけども、当時

は三十数軒ありました。これ１軒でも反対があったら、御承知のとおりこれは不可能ですよね、

駅前開発というのは。しかし、町の顔ですから何とかやらなきゃいけないというふうで私も取り

組んでいました。 

 そこで、これを真剣に取り組んでいると、もう合併して８年になりますが、これは椎田の駅前

の開発を進んでいるという話は全く私の耳に入ってきませんが、今からやっていこうとしてるん

でしょうか、今から。もう今現在進行形でかなり進んでいるというふうな話ですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  かねてから計画はあったんですけれど、なかなかやっぱり財政的な問題

等々もございました。ようやく何とか目鼻がついたということで、今からということで一応県の

土木事務所等々と相談しながらやっていくということで、今年度何とかとっかかりの話ができれ

ばいいということで、現在今話は土木事務所とやっておるところでございます。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  これ土木事務所、違うでしょう。建設省でしょう。国交省でしょ

う。県道が前通っとるだけでしょう。県が都市計画やるわけじゃないし、そんな知らん人にばか

らしいことは言わんでほしいと思うんですけど。 

 これは県は都市計画関係ないですよ。県道が通ってるだけで、県と相談するような話でも何で

もないと思いますけど、そんなわけのわからん話で県と何の話ししよんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  何か、工藤議員勘違いしとるようでございますけど、私は区画整理事業
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をやるとは言ってません。県道、駅前の顔を買収できるところは買収して、県道を中心に拡幅を

しながら安全な町をつくっていこうと、このような形で今計画を一応町の中でしとるところでご

ざいまして、区画整理事業をやろうとは思っておりません。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  区画整備事業って、その道路改良工事が駅前開発になるですか、

これは。やっぱり全体の絵ができてこそ、初めての駅前開発でしょう。県道だけ拡幅しただけで

は、駅前開発は私はとてもそれはそうは思いませんが、もうこれは言うと切りがないですね。話

がかみ合わん。 

 これは１つ言いますが、先ほどから出てきてます将来のまちづくりについて、中山間地、へき

地がありますが、この辺からだんだんだんだんすたってきて、空き家がふえて、耕作放棄地がふ

えてくるというふうになってくるだろうと予想されますが、その中で、椎田町に関しては当時の

施策で再パ事業の条件として、当時の国策です、あなたも知ってのとおり、あなたも携わったか

知りませんが、椎田はほぼ営農です。営農でやっています。しかし、今この営農の足元が揺らい

でいます。知ってのとおり、営農の後継者がいないというような話で、非常に農業に関しての根

幹が揺らいできています。 

 この前、新聞でもあってましたが、もう５年以内に農協を壊すというような話もちらっと出て

います。国のほうの農業施策で、減反政策を見直すというような話。どこまでどうなるのかわか

りませんが、ひとつこの減反政策を見直しただけで、これはやっぱり営農は非常に厳しくなると

僕は思います。今のその減反政策の中で営農はやっと運営してるというような話でしょうけど、

これも米麦をつくってだけじゃ営農はもう成り立たないような方向になるんじゃないかというふ

うに危惧されますが、これからの椎田町の営農に関して、築城は何軒営農あるか知りませんが、

築城は椎田と異なるやる気のある農業者が多いです。これは何とか自分たちの力でやっていける

んじゃないかなと、野菜つくってますし、いろんな作物つくってます。だから、築城の農業は少

しは残ったとしても、椎田の農業はバンと１個やられると流れをうったように営農は立ち行かん

ようになっていくんじゃないかと思います。 

 こういった中で、農業施策、やっぱり外から新しい血を入れて、新しい営農を図って、考えて

いかんと絶対いかないような転換期にきてると思います。そういった中で、大分県は結構やって

いますよね、新しく新規就農する人に関しては子供がもしいたら小学校に上がったら部屋の改修

のやつをやったりとか、大分県は結構頑張っています。うちの町は、きのうも誰か質問ましたが、

子供にはこういう手当、それはどこでもやってます。そうじゃなくて、やっぱり我が築上町独自

の特化したような施策を考えて、例えば、家族ダケイに入ってきて、若い人が新規就農するとい

うことになれば、例えば３年間家賃は無償にしてやると。家の改修に関してはこれぐらいの補助
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金を出してやるとか、本当にそれぐらい画期的な施策を打ち出してでも新規就農する人をうちの

町に集めて、しっかり営農をつくって、営農を守っていくような施策を何か考えないけんと思い

ますけども、何か考えあるんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今営農組織という形の中で、経費低減政策をやっぱりどんどん推進、私

はして、所得を上げると。液肥もその１つの形で、１０アールで１万円前後の経費低減になると。

そうすれば、１０ヘクタ－ルつくれば１００万円になるわけです。 

 そういう形の中で、ひとつ所得を増大していこうかということで、肥料の低減ということで非

常に今、築上町、特に旧椎田の農家の方、野菜づくりの農家の方も非常に潤っております。それ

から、営農集団も非常にこの液肥を利用することによって農家への配当金がふえておると。それ

から、オペレーターへの賃金もすこしづつではあるが向上させられておるんではなかろうかなと

思っておるところでございまして、あとは後継者をどうつくるかという形だろうと思います。こ

れはやっぱり定年退職者がどんどん引き継いでいくと。これが当初からのオペレーター集団をつ

くるときの目的でございまして。 

 そして、その中で新規就農は若い方ぜひしてもらえれば、これは当然本町の中で新規就農と、

高校出て、大学出てすぐ農業つくという方は国のほうの施策もございます。これに極力町のほう

も経営計画等々を支援していくという形で、今現在施策あるわけでございますけれど、なかなか

やっぱり他産業との格差はまだまだ大きいと。しかし、レタスを３ヘクタールつくって２０歳で

１,０００万円上げると、そういう形になればついてくるんですけど、なかなかまだそこまでの

勇気のある若者が少ないと。 

 しかし、今では若者の農業ということで本町の、名前を言ってもいいんですけれども、アルク

農業といういわゆる農業をする若者の組織がございますが、彼らが受託作業をしながら農業をや

っていくということで非常に、この前の新聞でも紹介があったと思いますけれども、そういう人

たちがどんどん出てきて、この本町の農業の担い手になっていただくということは、これは本当

にいいことだと思いますし、もしそれがだめであれば今の営農組織の合併等々を推進して、そこ

で何とか農業を堅持していく。 

 持続可能な農業という方策をやっぱりこれは当然見直していかなければいけないと考えており

ますし、今岐路に立っているというほどでもないんですけれども、少しオペレーターになり手が

少ないという現実はあるようでございますし、これのオペレーターの育成制度、こういうものは

どんどん採用していくべきだろうと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  ちょっと話がかみ合わんのですけど、よそから新規就農するよう
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な若者を入れるような施策を考えたらどうかということですよ。町長、あなた農協は５年以内に

崩壊するというような話もあるでしょ。それから、もし、農協離れも、現実、農協ばかりと付き

合っててもとても飯が食えんような話になるんでしょう。 

 この話は知ってるでしょう。減反政策見直すというような話になれば、今までの就農体系も全

く変わってくると思うんですよ、これ。知ってますよ、オペレーター組織でオペレーターを派遣

するみたいな話でやっていますが、オペレーターの給料も払えんようになるでしょ。 

 そうじゃなくて、新規就農、新規で外からここに就農したいというような若者を私も何人か聞

いてます、農業したいと。しかし、現実問題、なかなか北九州のほうからやりたいという者が来

てるんですが、全く知らない人に土地を貸さないというのが現実です。 

 そういうのもやはり町のほうが率先して、空き家にしてもそうです。よく副議長が言ってまし

たが、空き家今何軒あるか知りませんが、空き家にしても空き農地にしてもしっかり町のほうが

把握して、そこに新規就農する人を、ほかの町と違ったような施策で誘導してきて、農業を活性

化させると。やはりこれは何でもそうですけど、若い者が活気づかないともう活気づきません。

だから、ぜひ若い者をうちの町に招いて、新しいことをどんどん展開していくような施策をとっ

ていただきたいと思いますけど、どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的には、農業、漁業、林業、一緒なんですけど、やっぱり一時的な

形での助成というのは私は好まないと、このように考えております。というのが、やっぱり農業

をやって、自分が物をつくって、売って、これをもうけると。これがやっぱり基本だろうと思っ

ておりますし、これの手伝いはするんだけれども、一時的に子供が生まれたら出すとかそういう

形の、そしたらあとの皆さんはどうなるんかという話になります。町民の皆さんが子供生まれた

ら金渡さんのかと、そういう問題になりますし、やっぱりここは公平性の原則という形の中で、

農業技術の指導とか、それから、やっぱり必要なときは資金の借り入れの援助をしていくとか、

そういう話で、あとは自分の努力で、そして、あとはつくった農産物を売って、いい品物を売れ

ば高く売れます。液肥でつくったのは今契約栽培で、信用があるんでしょう、それはもう契約栽

培ということで非常に安値のときでも安定した価格でとってもらえるという、そういう形で今非

常に野菜農家もそういう形の中で潤っておりますし、そういう形の中で新規就農だけを特別にと

いうわけにはいかないけれども、一体化した中で今空き家があれば空き家の斡旋をやっていくと、

そして、その改造まで町が見るかという形になれば、それは当然見れないわけでございますけど。 

 とにかく、受け入れはやっておるです。ということで、緑の協力隊員の１人はやっぱりちゃん

と地元に残って営農組織の中に残ってやっていただいておりますし、それは本人たちがどう考え

るかという、全てが役場任せの、一応５年間は見たが、あとは知らなかったっていうたらすぐ出
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ていってしまう可能性もあるございますし、それはそれでちゃんとした形で農業の意欲のある方

が来てもらって、自分で努力していただくというのを、これは私は最適ではないかなと、このよ

うに考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  もう認識が違うんでしょうけど、その液肥をやってレタスや何か

つくって農家が潤ってるって、何を根拠に潤ってる。 

 潤ってると思ってるでしょう。その辺が認識違うんでしょうけど、農家厳しいですよ、やっぱ

り非常に。潤った農家も中には何人かいるでしょうけど、じゃあ、営農潤ってますか、椎田の営

農のほぼ。 

 営農の運営はかなり厳しいという話を聞いてます。米麦だけでつくって潤ってるというような、

ウハウハで営農がもうかってるというような話は余りとんと聞いたことがありませんが、本当に

その辺が楽観的じゃないですか。やっぱり危機感を感じて行政運営に当たるべきだというふうに

私は切に思います。 

 ４０年後にはみやこ町と築上町がなくなるというようなこと、ばか言うなというような話でし

ょうけど、しかし、そうならないという根拠もない。そうなるちゅう根拠もないでしょうけど、

実際うちの町は過疎指定の町ですよ。だから、そうならないように今のうちに手を打っとかない

と、そうなったときに手を打っても間に合わないということを言いたいわけですよ。 

 だから、そのためにはやはり総合計画をしっかりつくり、スリムにして、今言った農業もしか

り、林業もしかり、そういったしっかりした計画をつくって、それにのっとって行政運営をやっ

ていくと。それをやっていかないと将来的には消えてなくなるような町になりますよというよう

な危機感が、あなたにはないです。僕は本当に新聞発表の根拠のないような数字かもしれません

が、そういうことは大いにあり得るというふうに思ってます。 

 だから、今からまだ４年間ありますが、本当にしっかりした総合計画をつくって、みんなに見

えるようなグランドデザインをつくって、町政運営をやっていってもらいたいと思います。 

 本当に町存亡の危機というふうな変換期に来てるちゅう認識は全くないでしょうけど、私はも

うそういう町存亡の危機ぐらいになってくると思います。人口が減れば税収も減ってきます、当

然のように。そうなりゃあ、今までどおりのサービスもできんようになるし、総合計画をしっか

りつくってやっていってほしいというふうに思います。 

 以上で質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  区切りがつきましたので、ここで一旦トイレ休憩をしたいと思います。

再開は午前１１時からといたします。 
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午前10時45分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 では、８番目に、１３番、中島英夫議員。中島議員。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  できるだけ午前中に終わるように調整しながら質問したいと思

います。 

 私の質問は２件ございますけれども、前日の冒頭から各議員のほうから質問がなされておりま

す。特に、教育問題につきましては小林議員が非常にいい勉強された御発言がございました。教

育長のほうからも、また、町長のほうからも答弁がなされております。私はできるだけ各議員さ

んの質問、また、ありました点は省いて質問をいたしたいと思います。 

 ６月３日の朝刊、この毎日新聞でありますけれども、これに衝撃的な見出しでこの記事がござ

いました。「小中一貫制」と、こういうような見出しであります。これにつきまして各議員が触

れておりますけれども、私は昭和の合併、ちょうど昭和３０年にほとんど市町村が３,３００ぐ

らいあった自治体が、現在は区を入れて１,８００ぐらいに減少してきたということがございま

す。これは町長が先ほど発言をいたしましたように、制度が５０年を迎えていたわけであります。

それから平成の大合併ということで１,８００というような状況のようであります。 

 教育の問題につきましては、１９４５年、昭和２０年に敗戦になり、２２年にＧＨＱのほうか

らこの学校の制度改革が示されたと。ほとんど昭和２２年といいますと、もう本当敗戦に打ちひ

しがれた非常に厳しい状況の中で、新生の中学校の建設という難題が降りかかってきたと。この

ことが町村の昭和３０年の合併に転じたと。これは当時は平成の合併のように非常に政府のほう

からの手堅い助成があったわけではないんです。もう自主的にやらざるを得んというような状況

で、追い込まれての合併であったということであります。 

 この問題は、毎日新聞は、学生制度改革、自治体に権限を与えると。しかも、これは文科省の

検討に入ったと。次の通常国会に提案をすると。これは自民党のこの会議のほうでもほとんど似

たようなことが出ておりますので、ほとんどこのコクシは通るということであろうと思うんです。 

 町長がさきに申されましたように、５０年は変わらないということになりますと、これは中高

一貫、この中にこのように、読むと長いわけですけれども、骨子は制度改革は自治体に権限をゆ

だねるということになりますと、義務教育の教育、これは答弁はさきもって言っときます、この

問題は教育長にお願いしたいと思います。これは６・３制、９年の義務教育期間、これを柔軟に

するんだと。中学の一貫９カ年の学校にする案と。また、５年、６年に教科が英語教育、これが

義務化になるです、これもう５年、６年は。そうしますと、この柔軟に自治体の教育委員会が、
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この組み合わせはどうでもなるわけです。中学の３年のほうに２年間の５年、６年をくっつける

という方法もあるし、９年の一貫教育でするとか、そういうような柔軟なことを任せるというよ

うな案のようであります。 

 このことは、この６月３日の毎日新聞はその以前からずっと小林さんがふれておりましたけれ

ども、ずっと特別チームをつくって教育問題についての記載を、これをずっとやってきたんです。

一貫してやってきとるんです。その資料はもう私もかなりの議員が言われておりますんで、きょ

うはもうできるだけ午前中の早い時間に終わらせようというような気持ちがありましたんで、き

ょう持ってきませんでした。これもここにいっぱい記載をしておりますけれども、それももうや

めます。 

 これは元来町長が言われております中学校の統合の問題です。これは分離しないと、２校方式

でやるということを町長はこれを言明しておるわけですが、ただ、議会側の、これは全部とは言

いませんよ、かなりの議員の方々もこの小中一貫の１校にしたらどうかというような意見が出て

おると。私はちょっと若干違うんですけれども、ただ、この改革は次の通常国会出たら、恐らく

各教育委員会はこの現状のことにとどまらず、恐らく一貫校に走ると。これはもう走らざるを得

んと思うんです。これを固定して、町長が言うように５０年間統一の中学校ができていかないと、

これは大変な問題になるんです。 

 ですから、こういうような全体ジョウゴが、次の通常国会じゃ、もう来年なんですけれども、

来年はもう通るという見通しがもうほとんどなされておるわけです。その段階のときに、学校の

懸念するのは建てかえの問題です。 

 だから、しっかりした教育委員会が統一校にするのか、しないのか、いろんなことは内部討議

をする資料が与えられておるわけですから、教育委員会のほうはこの問題を報道されてから、ま

た、毎日がずっとその数カ月前からもう一貫して特別チームの記者の名前もみんな出ておるわけ

です。単独の取材じゃないわけです。毎日新聞、特別チームを組んでこの問題を調査して、その

結果を方向性がどういう方向に進んでおるということを公表しておるわけです。他の新聞社は後

追いなんです。だから、仕方がないんで５日ぐらい後だったと思うんですけれども、各、読売新

聞、あるいは朝日新聞が報道したんです。毎日新聞はずっと一貫してこの報道をし続けてきたと。

国民に毎日新聞は教育問題については非常に情報を提供してきたという経緯があるようでありま

す。 

 従って、中学の統合という問題も出ておりますので、この問題はどういうような、１回ぐらい

新聞報道されて、次の通常国会に出るよという時期に、教育委員会として、教育長、あなたが、

教育委員長が、５人しかいないわけでありますから、この問題が来たときに、定例会、臨時会、

まだある、懇談会でも結構ですけれども、この問題はどう取り扱うのかというようなことを、ま
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ず協議をしたことがあるのか、ないのかを明らかにしていただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。御指摘のとおり６月に入ったばっかりですので、この教

育再生会議に出ました小中一貫校に関する教育委員の会議は持っていません。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  ちょっと６月に入ってから、定例会ちゅうのは月に１回ですか。

そして、定例会以外にこういう問題が出たからと懇談、教育委員長と、町長は別でしょう、教育

委員会の中で事務局のほうともこの問題は討議はなかったですか。どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。討議はしていませんけども、教育長としての私なりの考

えをちょっと申し上げます。 

 先ほど議員さんから御説明のありましたとおり、小中一貫校の制度というのは新聞に出ました

し、また、文科省のほう、学制改革の素案という形ではっきり出ました。よって、私は現行の今

の小学校６年、中学校３年、つまり９年間の義務教育期間をこの６・３制にとらわれないで、

５・４制とか、また、４・３・２制とか、そのような形で自治体、また、自治体の実状に合わせ

て弾力的に設定していくということは、私はこのことはよいことだと捉えております。 

 理由としまして２つ大きな理由があるんですけども、１点目は、今小学校から中学校に進学す

る際に、中学校は教科担任制ということもありまして新しい環境になじめずに、築上町だけじゃ

ないんですけども、全国的に不登校になる子供が結構多いです。それを「中１ギャップ」とか

「中１への壁」とかいう形で出ていまして、その形で、もしそういう５・４制とかいう形になれ

ば、少し「中１ギャップ」とか「中１の壁」というのは解消されてくるんじゃないかと思います。 

 ２点目は、先ほど議員さんがおっしゃったように、今の６・３制度というのは今から私の生ま

れる前ですから６７年前ですか、１９４７年に６・３制が敷かれましたけども、その当時に比べ

てまして子供たちの心身の発達、精神的な発達、また、肉体的な発達がその当時に比べまして

２年間は成長してると。つまり、その当時の６年生が今の４年生のぐらい成長になってるという

ことがあって、やっぱり小学校の１年から６年までという大きなスパンを、小学校１年から中学

校３年まで９年間のスパンでもって教育活動を推進していくということは、非常に教育課程の編

成上、また、子供たちの学力面とか生活面の共通の課題、共通の目標を持って取り組んでいくと

いうことは、私は基本的にはよいことだと思っています。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 
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○議員（１３番 中島 英夫君）  教育長の個人的な見解はそういうことであろうと思いますが、

今触れますと、この文部省の改革案の中で６年から中学校に行くということで、数が何人おるん

かわかりません、ただ、数は書いてありませんけれども、不登校の児童が出てきておるというよ

うな記述があるわけです。それで、教育長もそう言われました。ところが、現場を預かる教育長

として、そんなら過去あなたが指導主事をひっくるめておおよその不登校の実態調査をして、何

人ぐらい不登校が小学校６年から中学の１年に入る１年のときに不登校になった児童がおるのか。

学校別やらどうでもいいわけです。何人年度に、累計でもいいんですけれども、そういう生徒が

いたのか、いないのか。この田舎の山村の学校で不登校が何人出ておるのか。教育指導主事をし

ておったその期間を含めてちゃんとわかると思います。おおよそそれはわかっとると思う。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。小学校は不登校傾向の子供は２名ほどいます。中学校は

１０名ほどいます。よって、中学校に入って学校に適応できない、なじめない子供たちが、どち

らかといえば築上町も中学校のほうが不登校傾向が多いというのが現状です。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  こういうことは、再度言います。私は時間をはかって言ってお

りますんで、時間がありませんから手短に教育長の答弁をお願いしたいんですけれども、この通

常国会に出た後が本格的な教育委員会の討議になると思いますけれども、このまま数カ月ずっと

あるわけです。 

 ところが、焦眉の急、これはとにかく緊急を要してるのは、現在町長が中学校の２校に、築城

中学を建てかえると。これはもう予算化計上しておるわけなんです。ですから、議会側の中でも

非常に厳しいような状況のようでありますが、やはりこれをひっくるめてこの２校の中に、小学

校の単位の向上とか何とかありますから提言は既に４年と５年、英語教育が始まるということか

ら、これの教師の問題もあります、英語ですから。ですから、するとか上に上げるとか、近い将

来そういうことにイギにするとか何とかなければ、現在やはりかなり厳しい状況になるんじゃな

いかなと。 

 提言が出たら間に合わないんですよ。今、町長はあしたでもやるというような構えなんですよ。

だから、私は中高一貫教育が既にもう行われておるわけです。中学で優秀な生徒は小学校６年か

ら育徳館に行くとか。また、門司ですか、今度また校区広がって門司とか何かあっちのほうにも

中高一貫やると。嘉穂もやると。もう非常に競争。県教委は中高一貫教育をどんどん推し進める。

そうしますと、優秀な子はそっちに６年のそっから行ってしまうわけですよ。だから、大変な問

題になるんですよ。ですから、やはりできるだけうちのほうも対策を、そういうことを踏まえて
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の議論を教育委員会の中でしていただきたいと、これは要望なんですけれども、していただきた

いとということなんです。 

 だから、教育長は教育委員会でこの柔軟なこういう提言がなされるわけ、国会で通過するんで

すよ、必ず。ですから、この問題を踏まえての議論を早急にして、まだ工事は立っておらん。ま

だ本予算、今回の予算は建設の何億とかいうやつは出とらんわけですよ。さわりの部分だけを町

長は出しておるわけですよ。ですから、この問題を含めて教育委員会は対策を講じていただきた

いと、もうこれは要望しときます。 

 だから、町長の言われることはわかるんですけれども、最後そんなら１つだけあんた言うてく

ださい。 

○議長（田村 兼光君）  教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  今度の中高一貫制度は今の育徳館中学みたいな形で、育徳館中、育徳

館高が同じ敷地内、近くの敷地内で１つの中学校、１つの高校という形で、そのような形で統廃

合のことには一切触れておりません。そのことより９年間の見とおした教育過程を編成すること

でより充実した教育ができるであろうということです。 

 よって、私はそのことよりも一番大切なことは何かといいますと、今まで以上に本年度力入れ

てることは、小中学校の連携ということは力入れてる一つです。もう一つは土曜日の充実ですけ

ども、小中学校の連携を今以上に高めることが大切ですということを言ってきました。小中学校

の連携というのは、教職員の交流であり、児童間の交流です。 

 よって、今、小学校と中学校、９年間というスパンが５・４制とか４・３・２制ということに

なれば……（「もう、ちょっと待って」と呼ぶ者あり）はい。（「教育長ね、あんたのことはも

ういいっちゃ。あと町長に……」と呼ぶ者あり） 

○議長（田村 兼光君）  お互いが短いで実のある答弁してや。 

 中島議員。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  私はできるだけ３０分以内に収めたいと思っとうもん。ですか

ら、このきょうの問題は教育長にと思っておったんです。ところが、最終的にはもうこれは町長

に言うてもらったらもう終わり。 

 町長、こういうことなんです。今２校方式ということをあなたは打ち出しとるわけです。結局

こういう平成の大改革があるわけなの。これはもう一貫校がいいに決まっとるわけです。だから、

その一貫校は今教育長が触れたように、敷地内とか、また、別な地区でも、ただ、連携をやって

終わりにするのか、それともそういう将来的にもこれは何年以内にするとかいうようなことをも

う少し詰めていただきたいというようなことがあるわけ。 

 やはりそこな辺の討議が、余り教育委員会自体も、町長がやるもんやから町長の顔色を伺いな
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がらやると。教育長だけじゃないんですよ。野村委員長を委員長とする委員会の５人が、やはり

少し町長にちょっと顔色を伺い過ぎておるんじゃないかと。町長が右見るちゅうたら見るという。

だから、小林議員が言うたように町長と対立してでも、辞表を懐にしても教育委員会は辞職覚悟

でやるんだと。自分だけ決めたこと守ってやる。要するに、町長が急変にしたときには、今度は

教育委員会は戸惑うんですよ。 

 ですから、よく協議しながらやっていく。今後のこういう問題が出ておるわけです。ですから、

この対応を考えての学校建築を考えていただきたいというふうに思います。 

 確かに今言われたように、別府の学校は小学校と中学、別府の扇山のずっと田舎の学校ですよ、

別府霊園が近いほうの。そこのときには小学校と中学、一緒にやっとわけです。校長が女の校長

だったです。これは教育長も副町長も町長も見ておると思います、放映された。これ優秀なんで

す。トップクラスの学力試験があるんです。それ見たときに、確かに連携ちゅうのは具体的にカ

ルテのようになっとるわけです。どこで数学の何でひっかかっとんの、どこでどういう問題がで

ひっかかとんのとかでもちゃんと医者の病歴みたいにピシャっとやっとるわけですよ。そして、

中学と小学校の担任教師は連携しながら。あとはフォローするんです。 

 だから、北九州市でも既に５８校かな、教育長御存じだと思いますけれども、これもう報道さ

れておるわけです。北九州はもうやりよるわけである、補充学級を。退職教員と大学生を雇って、

空き教室で自分のとこの自校の生徒の内容によって。だから、ひっかかったところからちゃんと

やっていくから、ちゃんとできていくようになるんですよ。ですから、北九はやっとると。別府

あたりでもそんなことやっとる。ですから、あなたが小林議員の質問で塾の先生雇うてやっと始

めたと、城井のほうの学校が。 

 だけど、それ私が反対じゃなくて、いいんですよ。積極的にやっていいと思うんですけれども、

やはりやるときに情報は住民に、住民の代表たる議会にも情報を流して、こういうことをやりま

すとか、そのことを一言言ってほしい。それを言っときます。もう回答要りません。 

 町長にこのことについての考え方を述べていただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  教育の内容ついては私は一切とやかく言いませんし、予算はほしいとい

うことであれば、これは検討しながらつけていくと、これが私の今の姿勢でございます。 

 そういうことで、今、中島議員が言う別府の問題等は私も把握してますけれど、いいことだな

とは思っておりますけれど、ここんところは教育委員会どうするかという取り組みだろうと、こ

のように考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 
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○議員（１３番 中島 英夫君）  町長、金は出すけれども口は出さんよということのようであり

ます。結構なんですけれども、そうしますと、教育委員会は相当な権限が教育長に付与されると

いうことになるわけです。 

 ですから、この町長の中学校の建設費の予算案、これ私が思うんですけれども、やみくもに議

員の一人一人ちょっと意見交換するんですけれども、絶対反対ですよということじゃないんだろ

うと思う。ただ、マニュフェストにうたわれておるから、俺の選挙公約だからということで突っ

走るんじゃなくして、一呼吸置いて、こういう提言が国が出たわけですから、やはりこれが出た

ときには、６年・３年の９年間は別々にやるとかいうことじゃなくして、柔軟に対応しますとか

いうようなことをやっぱり内部討議をしてほしいと。それが大切だと思うんですよ。一、二カ月

おくれても何ちゅうことないと思う。そしたら円満に１４対ゼロで行くんですよ。だから、それ

が大切とも、いたずらに自説を強弁することなくして、やはりお互いに譲るところは譲ると。目

的は一緒ですから。子供たちの心豊かに育てると。また、学力もつけると。 

 これ何とかかんとか言っても、学力がなけりゃしょうがないんですよ。今先ほどゆとり教育の

旗振り役が批判をされたんです。福岡県の出身なんですよ。そして、県の教育行政の課長をやっ

て、広島の教育長をやって、そして、将来の事務次官候補と言われたのが、学力が落ちたと。こ

れ絶対落ちとったんです。それが批判を受けて、エリートから外れてしまったと。もう名前は言

いません。この築上郡にも何回も来ました。講演も何回も聞きました。非常にすばらしい人であ

ったんですよ。しかし、敗れては何もならんわけですよ。学力がないと、どの父兄、国民みんな、

生きる力とか言ってもそれはもう表面的なんです。みんな人に負けない学力を身につけて、社会

に出ていってほしいと、みな願っておる。だから、塾にみんなやりよる。何も壇上でいいこと言

っても、みんな自分の子供は塾やりよるわけですよ。それは学力が願っとるわけですよ。 

 ですから、そういうことをひっくるめて、教育長しっかり、教育長だけない、野村委員長も責

任が大きいわけです。もう何度も教育委員長をやるわけですから。だから、こういう人達とよく

話し合って、やはりよりいい教育環境をつくるための制度改革も国がもう打ち出したから、それ

も参考にしながら、だから、もうやらざる得ん時期に来ておるわけですから、少し早い時期から

取り組みをしていただきたいと。それで終わります。 

 ただ、次の質問をします。（「やっていいよ、早よやれ」と呼ぶ者あり）できるだけ３０分で

終わりたいと思っておるわけですが、そういうことになります。 

 最後の質問であります。これはもう既に各議員からありました。そして、先ほどの工藤氏の質

問の中に町長が地球の問題が出ました。これ四国の大豊町というて、この町の町長さん、うちの

新川町長に似た経歴の方なんです。あなたと同じように役場の職員からちょっと森林組合の専門

理事をやって、もう３期目だと。あなたよりも若干年が若いと。この方が、増田さんがマサトに
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は御存じの、町長、これはもう町長に質問するんですけど、御存じの総務大臣もやったあの方で

す。これが民間有識者会議、これが今言う会議の第３部隊、この人たちは任意でやっとる。もち

ろん総務省との連携をしながらやっとるわけですわけですけれども、この方が問題点は前日も

１,８００の市区町村の中で８９６ですか、こういうものが喪失すると。その中に築上町も含ま

れておったということで、みんな驚いたわけです。先ほどの質問がありました自衛隊の若い人た

ちは１,６００人おるというような特殊事情もありながら過疎の町だということで、驚いたよう

なことでありますけれども、そういう特殊事情を含めても消滅するようになった。 

 この消滅するという意味は、現在の行政需要を満たすことはできませんよということなんです。

自治が消滅すると。今現在の水準の行政ができないということ。だから、人口が全部おらんよう

になると、減少するということじゃないと思うんです。 

 町長、荒っぽいこと言いましたけれども、この町長の方は香川大学の大学院で教鞭をとってお

ると。ちょっと変わった人なんですけれども、学力もあるんでしょう。この大豊町の町長は、先

ほど町長が言われましたように、地球は人が住めるまでは絶対に滅びないと言ったんです。これ

言われたんです。その人は、ただ、その後があるんですよ。住めないように私は、私はですよ、

その大豊町長はうちのほうは行政施策でそういうことは絶対しません。その努力を一生懸命にや

っとると。それは山村、山村ですから林業の取り組みをやって、住めるようにしますよという。

具体的には木製のバイオマス発電をやるということも計画して、実行しますと、これはもう言わ

れておるんです。 

 ですから、テレビでも報道され、私も本会議のときに何回か言っとるんですけど、職員にも打

ち出してくれということをお願いをして、よく協力願っておるんですけれども、岡山県の真庭と

いう市があるんです。これは非常に林業の町で、製材所も二十六、七、最盛期はあったけれども、

現在減っておりますけれども、この製材所で非常に優秀な経営者がおって、この人が中心でまち

おこしですか、そういうことを旗を振っておる人ですけれども、これは大きな派手にやっとるん

ですよ。ですから、林業、木材は捨てたもんじゃないと。外材というよりも、単価的には日本の

木材は外材に匹敵すると、単価でも競争できますよと。ただ、その後のフォローの問題があるん

です。外材は外洋の海に投げ込んでおって、その港を中心として加工の工場がある。ゲンジツト

カラその流通の面で日本のやつは太刀打ちはできんです。だから、拠点、センターを日本の国内

に何十カ所か集めてやったら、そこに材木を持っていって加工する、いろんな工場をつくるとい

うことだったら絶対できるという、これは提言があるわけですから。 

 最近も液状化現象で非常に問題になっとんです。あれに杭、セメントで塗り固めたパイル、九

州高圧コンクリートが下に打ち込むのをやっとるわけですよ。だから、そういうことじゃなくし

て、今言う法隆寺というて報道されたの。法隆寺を、あの木造建築の。あれは地震に強かったと。
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そのことを今言う大学の研究室も出ましたけれども、材木を地中に打ち込んだら、これはもう物

すごくもてると。７０年ぐらい大丈夫だと。７０年以上にもてるちゅうんですよ。今その実験が

行われておったようですけれど、これ間伐材も使えるし、そういうことを使って食いとめること

ができると。現在建っておるところのビルの下にやるということもできるという研究、進んどる

んです。 

 ですから、材木資源の山村の振興をもう少し、バイオマス計画も出ておりますけれども、少し

町長モスエ山のほうの問題も取り組む、し尿だけが先行してやっておりますけれども、もう少し

考慮していただきたいと。 

 あなたとけんかしたって、もうしょうがないよ。お互い大きい声出して張り合ってもしょうが

ない。やはり出し合って、いい知恵を出しながら、やはり職員側ももう少し頑張ってほしいと思

うんですよ。私はもうずっと宮崎県の、各課長には話すんですけれども、あれからどう反応する

かと思って、余りにも職員側には言わないんですけれども、宮崎県のやっぱり道路の蔵内邸のあ

の付近ですか、県道でも橋でも何でもいいんですけれども、やはり少し計画していただきたいと。

実験的でもいいと思うんです。ただ、単価は若干高いだろうと思うんですけど、危険が少ないと

思うんです。チェソノアノクッテ胴体が切れたことあるでしょう。あっこの池のところに単車で

高校生が。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員、１回町長に答弁を求めて。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  だから、手短に言うて。それで終わろう。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  林業の話が出ましたけど、森林組合、今頑張ってます。何とかしようと

いうことで、大平に貯木場つくって、豊前のほうには製材所をつくっておると。その場合に、僕

は１つ条件をつけたんです。何で大平に作るか、じゃあという形の中で、貯木場までの運搬費は

全部森林組合が持ちますと。それならよかろうと。そしてもう１つは、議員の一般質問もござい

ましたけれども、築上町に何か施設をということで、メタセの横にブランド館というものを森林

組合が運営をしています。これも割と販売でいい成績が出ておるようでございまして、そういう

形の中で、森林組合頑張ってる。 

 そしてまた、作業道をどんどん入れながらと。今度は林道の基幹林道ということで、これは本

来なら県道で求菩堤椎田線やってもらうのが一番いいんですけど、なかなかそうはいかないとい

うようなことで、林道を広域林道から豊前犀川線まで通じる林道を一応計画してほしいと要望し

たところ、県のほうも取り組もうというふうなことで、これもやっぱり林業振興。 

 それから、これまた観光にも役立つと思いますけど、そういうことでちょっと時間はかかりま

すけれども、求菩堤椎田線という極楽寺線という林道を一応広域基幹林道から豊前犀川線までつ
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くろうというようなことで、それからあとは作業道をつくっていくというふうな形になれば、あ

る程度のまた木材の搬出等々に非常に利便性が出てくるんではなかろうかなと、このように考え

ておりますし、先ほどから日本の林業、捨てたもんじゃないんです。 

 実は、今は外国から安く買ってるけれども、そのうち外国の資源は枯渇をするだろうというこ

とで、今山づくりを一生懸命推進しながら、荒廃林の調査等々も、これは皆さんから税金いただ

いております。県民税の中に５００円、いわゆる水源を守るという意味合いで追加をして、これ

を山のほうの事業に県のほうが森林組合が主体で事業をこれ行っておりますけれど、そういうこ

とで我々も今この森林組合の運営には、豊前と、それから、上毛と築上町ということで、３つの

町長で運営協議会をつくりながら意見の提言を行ってきておると、こういう状態でございますし、

力を入れてないというわけではございませんし、今後やっぱり林業大事になる。 

 また、漁業のほうも大事でございますんで、アサリ貝の稚貝の増養殖ということで、ここでで

きれば稚貝を買わなくていいというようなことで、これの実験に踏み切ろうというようなことで、

今回また予算にお願いしとるとこでございまして、必ず何とか林業で食べていけれるというふう

な世の中が来るということを信じながら、そしてまた、本町の山も相当ございます。町土の３分

の２が山でございますし、この山の資源も大事に活用しながらまちづくりを行うということも大

事じゃないかなと思っております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  中島議員。 

○議員（１３番 中島 英夫君）  最後になりますけれども（「最後でねえ、まだ時間がある」と

呼ぶ者あり）先ほど私がちょっと言わなかったの、町長が職員にちゃんとした指示をしたら、私

はガードレールの問題あたり、すぐ取りかかりができると思うんですよ。ただ、あなたが言わな

いから。我々が言っても１つもしない。もう何年も月日がもう流れとるわけです。 

 結局、実験的にやってほしいと思うんですよ。観光資源にも蔵内邸の城井川の湖畔あたりのと

ころのガードレールなんてのは木製に変えるとか、これ非常に斬新なことでありますから、これ

はいいと思うんですよ。全部やれちゅうわけじゃないんですよ。だから、そういうようなことも

して、やはり観光アピールにもなりますし、やはり啓蒙活動にも資することができるわけです、

林業の。 

 しかも、町村長と森林組合、豊築ですから連携がいいわけですよ。だから、懇談会みたいなの

で再三あっておると思うんです。そのときにやはり議会代表の議長もその席に一緒にやったほう

が、より効果的であろうと。そのことをあなたにお願いしときます。 

 というのは、うきはの森林組合、非常に好調と、業績がです。というのは、博多とかそういう

ところにリフォームのやつを受注する事務所を持っとる。それが建築士の団体と連携するとか、
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いろんな不動産と連携すると。だから、そういうことで非常に材木は、しかも地元の製材所が連

携しながらですから、山はもう切ってきてすぐじゃないんですよ。枯れてピシャっとしとって、

もうどんなやつも揃えてると。森林組合が指導しとるわけですよ。非常にいいというようなこと

も、先例があるわけです。 

 ですから、豊築の森林組合もやはり市町村長は指導するような立場にあるわけですから、議長

もひとつ懇談の場に加えて提言もしていただくというような、そういう懇話会的なことを。毎月

じゃないでいいわけですよ。何かここに集まるときがあるわけですから。しかも、議員の中にも

森林組合の役職員もおるわけですから。そういうこともありますんで、今後そういうことを参考

にしながら、林業のこともバイオマス計画の中にも心にとめていただきたいということをお願い

しときます。 

 以上、終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  ご苦労さんでした。 

 町長、あんたきょうは中島議員からいいことを、それで頭に置いちょかないかんよ。 

 ちょうど区切りがつきましたので、これで午前中の質問を終わります。再開は午後１時からと

します。 

午前11時45分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  それでは、休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

 では、９番目に、１１番、塩田文男議員。塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  塩田文男でございます。通告に基づきまして、質問をさせてい

ただきたいと思います。 

 障害者の就労支援強化をという形で質問をさしていただいております。 

 現在、築上町の取り組みとしまして、障害者の方たちにどのようなことができているのかとい

う形で、私もこれは微妙な中身の深い課題だと思っておりますけども、現状とそういったところ

を質問していってみたいなと思います。 

 障害者福祉とか高齢者福祉というようなことをよく皆さん十分わかっていることと思いますが、

まず、福祉とは何ぞやという世界に入りまして、町長その辺、福祉とはどういう捉えをして福祉

ということ考えていけばいいのかをひとつ御質問してみたいと思います。 

 それから、現在築上町に障害者の方が、手帳を持たれてる方ということになるんですけども、

知的、精神、身体として何人ぐらいおられるのか。年齢別わかればあれですけども、二十歳から
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５５歳ぐらいの間で、おおよそでも構いません。わかる範囲でお尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  平塚福祉課長。 

○福祉課長（平塚 晴夫君）  福祉課の平塚と申します。 

 まず、福祉とはということでございますが、いわゆる一般の方よりもハンデのある弱者に対し

て行政ができる業務を行うということが、基本ではないかと思っております。 

 それと、現在の障害者の数でございますが、障害者の数ということでゼロ歳から６９歳まで

４１８人、７０歳以上が７２５人です。合計が１,１４３人。これは障害者手帳を取られておる

方ということです。そして、療育手帳ということで、これはＡからＢ２まであります。合計が

１８４名。そして、精神障害者の方、これが１１２名ということで、平成２６年３月末現在でご

ざいますが、合計で１,４３９名ということでございます。 

 以上です。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  福祉とはということで町長にもそこの辺ちょっとお尋ねしたか

ったんですけども、後ほど町長の答弁の中でお尋ねしたいと思います。高齢者とか障害者福祉だ

けじゃなく、福祉とはという形の感じでお願いしたいと思います。 

 築上町として就労支援というのがあるわけなんですけども、ここできょう私がお話するのは、

障害者の方で１００％全ての方が就労につけると、現実的にはそういうわけではありません。そ

の就職につける、就労できる方たちの障害者としての話にしたいと思います。 

 築上町として今どのような取り組みがあるのか、どのような形で支援で今行っているのか、お

尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  平塚福祉課長。 

○福祉課長（平塚 晴夫君）  福祉課、平塚でございます。 

 今、障害者の就労の取り組みということでございます。今、総合支援法、いわゆる就労系の障

害者福祉サービスというものがあります。これは、１つが就労意向支援事業ということで、就労

を希望する６５歳未満の障害者で、通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる方、企業

への就労を希望をする方が対象になりますが、生活活動、職場体験、その他の活動の機会の提供、

その他の就労に必要な知識、能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関する支援、その適正

に応じた職場の開拓、就職後における職場への定着のために必要な相談、その他の必要な支援を

行っております。 

 そして、就労継続支援Ａ型事業というものがあります。これは通常の事業所に雇用されること

が困難な６５歳未満の障害者であり、雇用契約に基づく就労が可能である方。これについては雇

用契約の締結等による就労の機会の提供及び生活活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識

と能力の向上のための必要な訓練ということでございます。 
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 そして、就労継続支援Ｂ型事業というのがあります。通常の事業所に雇用されることが困難で

あり、雇用契約に基づく就労が困難である方。就労の機会の提供及び生産活動の機会の提供、そ

の他就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練等の支援というふうに就労支援があり

ます。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  就労支援という形で、今、Ａ、Ｂも言われたわけなんですけど

も、これ町がやっているというわけでじゃなくて、手続上的のところ、個別の審査会等のところ

でしかやってないんじゃないかなと。 

 町長、ちょっとお尋ねしたいんですけれども、町長先ほど福祉のことをまだ聞いてなかったん

ですが、その辺について町としてどのような現在就労支援的なものがあるのか、それとも、町長

の考えとしてこれからこういう形でやることが可能という、何か町長の考えがあればお尋ねした

いと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  何もかんも全部町でやれというのは無理でございますし、国の制度に基

づいて、そして、今町で独自にやっているのは３級まで障害者医療の無料化、これはもうずっと

過去に合併前から、旧椎田でやっております。合併後は全部築城もあわせたところでやっておる

という形になります。 

 そして、あと社協との連携をしながら、いわゆる福祉とは何かという形になれば、やっぱり社

会的弱者におかれる人たちの支援と、また、自治法の中でも公共の福祉の増進という形がござい

ますが、これやっぱり町民全体の福祉という形になろうかと思いますけど、やっぱりインフラの

整備とか、そういうのも福祉の増進になるんじゃなかろうかなと、このように考えておりますし、

幅広いんです福祉というのは。公共の福祉という形になれば。 

 そういう形の中で、今言う福祉は弱者への支援体制と私は今質問の中では受け取っていますけ

れど、そういう形の中で何をやってるかという形になれば、医療費の問題とか、それとかいろん

な会がございます。それぞれの障害者の団体の会が、手をつなぐ親の会とか、それから、身体障

害者福祉会、視覚障害者福祉会とか、いろんな会がございますが、こういう人たちとの連携をし

ながら、話を聞きながら、できるだけのことをやっていくというようなことで、施策としては、

視覚障害者に対しては社協のほうに委託をしながら広報等の点字の訳をしてもらったりとか、そ

れから、この訳をしないで点訳機というのがございますので、本人がそれをかければわかるよう

な機械を購入して対応してるとか、いろんなそういう要望に基づいた形の中でできるものは実施

をしていっておるというのが現実でございます。 
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○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  町長どうもありがとうございました。 

 福祉という形で、私今きょう質問で障害者に対する就労という形で質問していますんで、障害

者の３級とか、それも大きく見れば福祉の中の一貫ではありますけども、私が教わった福祉とい

うのは我々健常者が、例えば、きょう職員の皆さん方、お金で計算すれば毎月の給料をもらえる

中で、その中にはやはりいろいろな厚生年金だ、いろいろさまざまな手当が入ってきてると思い

ます。そこで家族を養っているわけで、事業主も従業員を雇って、それでそこの家族の皆さんを

養ってる。これも大きく見れば福祉という形の中で、全ての皆さんが福祉という枠に当てはまる。 

 大きく分けたわけではないですけども、障害者や高齢者という形で福祉政策というものがある

中で、我々健常者としての、私もここに一般質問をさしてもらっておりますが、今回その中の弱

者、障害者の就労についてを真剣に考えていただきたい。 

 きょう午前中の答弁の中で、町長は心と言ってました。統廃合のところですけども。まさに町

長の心一つできる限りのことが今からできるんではないかというふうに考えてますんで。 

 先ほど課長が言われましたけど、障害者の人数を聞きました。私もちょっと全国的な分、１年

半前ぐらいのデータではありますが、全国の障害者数で７４４万人と。その中で在宅の方が

３３２万人。そして、今から流れを申し上げますけども、例えば就労に向けて特別支援学校から

一般企業に就労できるのは、全国的にですよ、全国的なデータですけど、２３.４％。そして、

特別支援学校から先ほど課長言われました一般で言う障害者施設に行かれるのが６４.７％。そ

して、その障害者施設から一般の企業に就職される方が１％から３％以内という状況が出てます。 

 この中に先ほど言いましたように全ての人が就労に向けていけない、これ現実いけないと困り

ます。だから、１００％就労できる方たちについての範囲の枠としての質問をしていきたいと思

うんですけども、現実に先ほど課長が言われました就労支援で、これは各障害者施設が就労支援、

そして、Ａ型、Ｂ型というのを大体窓口でやってますよね。実際に就労支援という形で最長２年

間で、２年目を迎え、３年目には申請と個別、要するにここで町村が入ってくるわけなんですが、

申請（  ）行うために１年間延長できるという形なんです。 

 これは我々この地域、この京築の中でやはり障害者施設も実際には就労訓練をさせる企業、商

店等、いろんなところとの契約、連携を持たなくてはいけない。非常に我々のこの地域は少ない。

少ないがゆえに、なかなか就労に向けての１歩が踏み出せていけない。これはこの障害を持つ親

からの立場からの声でもあるんですけども、そして、この２年間を経過したらＡもしくはＢに結

果的に移行してしまう。そして、実際に真面目にされてる施設もやっぱりあるわけなんですけど、

大半は真面目なんですが、実際には就労もう２年の方であろうと、Ａの方であろうと、Ｂの方で

あろうと、同じ障害者施設の作業で終わってる。 
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 就労支援とは先ほど課長言いましたけど、例えば、どこどこにケイシュさせるとか経験させる。

また、施設の中で語学を覚えさせるとか、練習させるとか、訓練させるだけです。例えば、きょ

うどっかに５時間就労行って、そこから帰ってきて見直しをかけて、どうやったかと、またそう

やってしていく。でも、実際にやられているところは、施設の作業、就労の制度とＡもＢもみな

同じ作業で終わってる。 

 これは施設がいけないのかという前に、施設も必死なとこもあるんです。やってる中でなかな

か就労に向ける先がない。実際、国と都道府県でいけば、この福岡県も法人の就労率１.８％や

っぱり下回っています。１.４ぐらいしかないです。逆に言えば、今度は政令市とかの施策にな

ると、結構パーセンテージがぐっと上がってくるわけです。しかし、我々地方村というのは国の

施策、要するに財源が伴いますんで、なかなか思いどおりにできていないところがある。まして

や、あすこの就労Ａの施設が作業しかさしてない、訓練さしてないじゃないかというような口出

しもなかなかできないし、その証明たるものもできないのが現実。 

 しかし、障害者を持つ親というのは、どっかに就労させたいと。その就労先がないと。でも、

皆さん園で作業するのも、Ａ、Ｂでいえばある意味終身雇用的なとこになってるのが事実なんで

すよ。それも必要なんですけど。でも、実際に民間企業に行ける形がなかなかとれていないとい

うのがあるんです。 

 そこで町長に、やはり築上町在住の障害者の方、また、町外の方でも構いませんが、町長とし

てやっぱり、例えば築上町の役場、関係各官庁関係で、何人かはこうしてますというのは、これ

試験的に職員というのはわかります。それをパートとかいろんな面でそういった人たちの就労訓

練ができる場所とか、就労させられる場所とかいう提供、考え方を持つ考えは町長にはあるかな

いか、そこ辺をお尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今のところ町独自のそういうのをやるというか、非常にやっぱりこれは

また金のかかることだろうし、広域的には今やってるところあるんですよ。例えば、豊前のほう

にありますけれど、そこにも一応行ってる方もおられるようでございますし、そこには補助金を

出しておる場合もございます。 

 それから、今は築上町では非常に積極的に企業が障害者の雇用をやっていただいておると思い

ます。野崎機器工業株式会社、ここは非常に障害者の多くを雇用をしていただいて、相当数、障

害者の方が働いておる状況でございますし、別途、野崎さんはＮＰＯ法人立ち上げて、障害者の

雇用という形でやってるという現実もあるとこでございますし、できれば企業誘致が多々できれ

ば、そういう形の中で協力を求めていくという形になりましょうけど、現状では今んとこそうい

う雇用政策というのはまだほとんどできてないというのが現状でございますし。 
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 だから、基本的には町でそういう施設を持たんかといっても、ちょっと今んとこは考えてない

し、共同でこのような話ができれば、一緒に参画していったほうがいいんじゃなかろうかなと。

そうすれば、効率的な形になってくるというふうに考えてるとこでございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  町長、町で施設を持つとかどうとかではなくて、今、町でパー

ト、いろいろ就労でもさまざまあって、短時間かもしれません。午前中だけかもしれん、５時間

ぐらいかもしれん。そういった就労場所、これ施設側からしてもこの京築に就労場所が非常に少

ないと。就労訓練したが、いえ、もう訓練先、民間に行くという、なかなか受け入れ先も非常に

少ないと。そういうことなんですよ。 

 だから、かといって何か誤解を受けとりそうなんで初めから言いますけれど、草むしりをする

ために雇えとかじゃないんですよ。そういうことじゃなくて、役場の中、公民館、いろいろさま

ざまな施設がありますが、その中で訓練させられるとか、ここはこういう仕事をしてもらえると

かいうところを築上町の中でつくれないかと言ってるんです。 

 一般の健常者が入るのと障害者が入るの、何ら変わりないんですけども、多少時間はかかるか

もしれませんが、そういうところを障害者の方たちにやってもらおうという考えを、そういう場

所をつくっていくという考えはないかという形で聞いてるんです。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的にはそういう要望があれば、当然それはそれで関係部署大分パー

トあたりを雇用しておりますんで、そういう作業のできる人という形になれば、障害者もこれは

当然雇用してよろしいかと思っておりますんで、できれば枠を定めながら雇用はしてはいいんじ

ゃないかなと、このように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  町長、じゃあ、要望があればって言いましたけど、要望がなか

ったらどうするんですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  要望がなければそれは当然する必要はないと思うし、一応親の会とか福

祉会等々に持ちかけて、そういう形で働く意思があるかどうかという考え方を正していく必要は

あろうかと思います。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  課長にお尋ねします。就労支援訓練に入られておる方で、２年

で継続された方とかはおられますか。 

○議長（田村 兼光君）  平塚福祉課長。 
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○福祉課長（平塚 晴夫君）  継続された方というのは、恐らくＡかＢということになるんじゃな

いかと思うんですよ。就労継続支援Ａ型事業に今いらっしゃる方が１６名、そして、就労継続支

援Ｂ型事業に今していらっしゃる方が８名おります。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  その１６名と８名というのは、築上町の方ということですか。

各施設いろんな地域から来られてますんで、まだたくさんおると思う。 

 もともと今４１８名の７２５というその築上町の障害者手帳を持たれてる方がおりますけども、

町長、先ほど最初に僕が言った話がちょっとどうもつながってないのかなと思うんでが、そうい

う場所を提供する、そういう声があればって、実際声は上がってるはずなんですよ。ただ、いい

ですか、施設がいけないのかとかどうのとかということを言っちゃいかんと思って、施設がだめ

なんじゃないです。施設さえも一生懸命頑張る中でなかなかそれができないという現状があると

いう形なんです。 

 企業、野崎さんのとこも過去からされてますけども、じゃなくて、そういう野崎さん以外にも

受け入れてくれるところは非常に少ないのが現実、この地域でです。だから、築上町として障害

者に対してそういったもっと行けるとか、就労できる場所をどんどん提供していくんだというよ

うな考えが町長にあるかないかお尋ねしたわけなんですけども。 

 こういう話があって、私これは非常にすごい話だなと思ったんですが、ある障害を持つお母さ

んが町長とお話をする場があって、そのときに、今、養護学校に行かれてる、朝起きて顔を洗わ

せて、靴下をはかして、御飯をたべさせて、途中で騒いだり何たりして、やっと学校に朝行かせ

るんだと。そして、学校から帰ってきて、お母さんパートから帰ってきたら、卵をたくさん投げ

て遊んで、毎日が大変だと。今、特別支援学校に行っているけれども、私たちの町では卒業して

例えば施設に入っても、一般就労、彼は一般就労できる方なんですよ、でも、なかなか就職先が

ないと。それは子供が小中高、特別支援学校ありますよね、その中で大人になるにつれて、じゃ

あＡ型、Ｂ型で終身行ってしまうのかと。一般就労行きたいと、普通の生活をさしてあげたいと

いうことができないと。私は、その親が年を超えたら子供はどうなるんだろうという形で、そう

いうたまたま話しする機会があったらしいんです。 

 その町長は、他県の町長だったんですよ。近くだったらしいんですけども。その町長が帰って、

就労１００％を目指すという形で、行政とハローワーク、社協、それと、施設、一体になって、

今施設の中で施設から出れない、いいですか、ここ勘違い、１００％就労できる形との感覚で、

どうしてもできない方もおりますから。そういう形で、打ちあけたわけですよ。そのお母さんの

目標は、私が年をとって見れなくなったら、その町に引っ越せばいいんだと。すると、子供は就
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職できるんだと、夢を持って毎日を過ごしてますということだったんですよ。 

 だから、我々も今からこの障害者、高齢者福祉もありますけども、障害者に対してそういった

就労できる場がないわけなんですよ、非常に。施設も困ってるんですよ。しかしながら、２年間

で一般就労できなかったらＡかＢに落ちるわけなんです。年と契約、非契約になって、雇用契約

か雇用契約なしかで。あといろんな縛りありますけども、そこのＡ、Ｂに入ったら、終身雇用に

ずっと入ってしまうわけです。Ａから一般というのもあります。なかなかそういうチャンスみた

いなのはない。 

 だから、行政としてじゃあ僕らは何ができるのかと。そういう場所を提供することができるし、

そういう場をもっとつくっていくべきだと。世間で障害者に対して悲観的な目で見る方もゼロじ

ゃないかもしれません。いろいろな形があるんですが、その就労訓練から。実際に訓練やってる

施設も非常に少ないんですよ。作業やってるのが現実であって。本当にそういったことができて

いるか、これは行政の目で見れると思います。 

 しかし、２年間ちゅうたら、これは障害者施設の中でこの就労訓練２年間が一番、言い方は悪

いがお金になるときなんです。就労支援期間中、給料発生しません。発生しなくてもいいんです

よ。でも、この訓練の２年間というのは施設に一番個人費用が入ってくるところでもあるんです

が。だから、２年行かなくていいんですよ、３カ月で就労できたら、それでもいいわけなんです

よ。しかし、施設は２年間おってもらって、作業をしてると。これ実際。でも、親はどこに行き

ますか、その自分の障害を抱えた親は。あんたおかしいとか言えますか、施設に、お世話になっ

てるという中。実際には私たちのこの京築地域の中で、非常にそういう受け入れ体制が非常に厳

しい地域であると。 

 だから、行政がそこでそういう就職先じゃなくてもいいですよ。就職するためのいろんな取り

組みを中心になって、社協とハローワークと一体になった、そういった提供の場です。あれせえ、

これせえちゅう、町がこうしますとなかなかできんと思います。ここが政令市と、やっぱり同じ

福岡県でも１.８％行ってないけど、例えば、北九、福岡市とかになると就労活用が大きいわけ

です。それは町ですから、企業も受け入れ皿もあると思うんですよ。そういった采配はできるけ

ども、こっちから北九州に行かせるということも、なかなか困難な、電車乗せるとこからせない

かん。 

 だから、そういう地域性もあるんで、町村では非常に財源の少ない中で厳しいと思うんですけ

ど、でも、行政としてできることは必ずあると思うんですよ。そういったところを、町長ぜひも

う一度聞きます。考えて前向きに検討していただきたいですが、どうでしょう。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  言うことはよくわかります。そういう形の中で、受け入れ先の企業とか
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そういうものがやっぱり確保、これが僕は大事だろうと思うし、町でそういう施設をつくるとい

うよりも、やっぱり近隣で一体的になった訓練施設をつくって、そして、受け入れ先を、先ほど

議員も言ってましたけれども、ハローワークとかいろんなとこと連携をしながら、障害者の雇用

という問題をクリアしていかなければいけないだろうと考えておりますし、一応担当課、それか

ら関係者等々、話し合いをしながら、できるだけのことはやっていきたいと、このように考えて

おります。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  今現在も社協、ハローワークとか、いろいろ連携というのはも

う大体ズギはできてるんですけども、行政がトップに立つぐらいの気持ちで関係各位と話し合わ

れて、いいですか、間違いないで、施設がだめなんじゃないですよ。施設も必死やけど地域性も

あるという形の中で、実際に困ってる障害者がいるということで、前向きにぜひ町長力を入れて

いただきたいと思います。 

 次に入りたいと思います。 

 次に、ごみ袋について。町指定のごみ袋についてなんですが、これは赤いごみ袋と緑のごみ袋

で、缶と瓶のところでお尋ねしていきたいと思います。 

 その前に、以前、何とか利得で、収取運搬業者の形で１,０００万円ちょっと返還していただ

いたという事件が起こりましたけども、現在、収集運搬は正常に業務が行われているか、その辺

の状況を、アバウトでも構いません、お願いいたします。 

○議長（田村 兼光君）  進環境課長。 

○環境課長（進  信博君）  環境課長の進でございます。塩田議員お尋ねの件についてお答えい

たします。 

 現在、収集量を毎年データとしてとっておりまして、２４年度と２５年度、収取量については

大差なく収集は行われていると思われます。缶、瓶についても、築城地区、椎田地区を勘案しま

して、人口割で収集量等はなされております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  今現在、築上町は３社の請負業者、従前からの合併前から、合

併してからもずっと同じところなんですが、今、年間請負が９,３００万円ぐらいでしたか、ち

ょっと定かじゃないんですが、それぐらいだったと思いますが、今、福岡市でも結構随意契約と

かいろんな問題がよく出ているわけなんですが、築上町では例えば年契約か、たしか数年契約だ

ったと思うんですが、そういう更新時期を迎えたとき、また、毎年更新時期を迎えなくても適正

金額なのかとか、例えば、業者からの聞き取りだとか。これはコストを下げれるかとかそういう
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ような適正調査というでしょうか、そういったのはやはり行われているのでしょうか、お尋ねし

ます。 

○議長（田村 兼光君）  進環境課長。 

○環境課長（進  信博君）  環境課長の進でございます。 

 運搬業務を適正に行えてるかどうかということでございますが、毎月業者のほうから収集量並

びに運搬距離等を月初めの１日の日に提出していただいております。その走行距離及び収集量に

ついてはほとんど変わりがないという状況でございますので、不適正という状態ではないと思わ

れます。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  毎月そういう状況的な報告は、もうやはり行ってるということ

だと思います。ただ、更新時期とかに金額、今現在請負金額これだけですよという中で、今度そ

れが高くなる、もしくは低くなるとか、そういったところはどのように考えて決まっていってる

んでしょうか。そういうのはないんですか。例えば、業者から値を上げてくれとか、役場はもう

少しコスト、次の更新はもうちょっと高いから下げますよとかいうような契約、随意契約ってい

うんですか、わかんないですけど、継続的にやってきてますけど、そういった調査、会議、協議

等は行われてないんですか。 

○議長（田村 兼光君）  進環境課長。 

○環境課長（進  信博君）  環境課長の進でございます。 

 業者のほうから燃料費の高騰とか人件費の高騰により事業が推進が難しくなってるということ

で、値上げの要望はございますが、このコストについては収集量及び運搬距離等を勘案して行っ

ておりますので、値上げ等は行っておりません。 

 ただ、平成２６年度４月１日以降、消費税が上昇したことに伴い消費税分が５％から８％に上

昇しましたので、その分につきましては今年度値上げいたしまして、９,５７０万円程度の金額

となっております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  それは消費税は８％なったっちゃ、消費税分上がったちゅうだ

けの話でしょう。 

 それでは、それはさて置いてでいいんですけども、ごみ袋についてお尋ねしたいと思います。 

 今、築上町、４００円と２５０円ですか、１０枚で。赤と緑で、どちらが４００円だったかち

ょっと忘れましたけども、他の市町村見れば、ごみ袋について缶とごみとかについて、もう市販
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のごみ袋でいいよという形を取り組みをされております。全部じゃないですけども。築上町のご

み袋、赤と緑については、デメリット的な話を言うと、ちょっと袋が小っさ過ぎると。袋が固く

て立派なんはわかるんですけども、一般的なごみ袋にちょっと合わせづらいと。 

 頻繁に瓶や缶等が出る家庭は、それはそれなりに詰めてごみに出すんでしょうけど、お年寄り

というか世帯の非常に少ない、また、缶と瓶がなかなかそんなに出ないと、ひとり暮らし、ふた

り暮らしというと。缶が袋がたくさんいっぱいになるまでにもうしばらくかかるというような声

を聞きます。 

 うちの指定ごみ袋というのは、この京築でも、種類にもよりますけど、トップクラスです。一

番高いところもあります、うちの町のごみ袋が。もう私はこの赤と緑の分は、逆にいえばよそが

行ってるような透明の袋で出されたら、缶と瓶という形で出せばいいのではないかなと。確かに

ビニールは丈夫なんですけども、大きい透明の袋で瓶を抱えて缶を抱えて出る人もいないし、そ

こそこの通常の３０リッターから４０リッタークラスのビニールの袋で瓶を出せば、また、缶を

出せば、やぶれる心配もないし、その辺の常識は近隣含めても皆さんお持ちと思いますし、調べ

てみましたら３０枚入り５０枚入りと、ちょっと大きさ若干違うんですけども、２００円ぐらい

でビニールを売ってます。それはよそでも透明という形で限定はしてますけども。小さい袋でも

透明で瓶を２本出したとかいう形もやってます。 

 うちの町で赤と緑の袋で丈夫な袋で、サイズは今の規定でちょっとごみが合わないときもある

んですけども、そこまで今もうちょっと切りかえて、改革やっていいんじゃないかと私は思って

るんですが、町長、考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  今聞いた話なんで、これまた。しかし、私は受益者負担、少しはいただ

いていいんじゃないかなと、このような考え方で、これは当初から、発足したときから私も引き

継いで参っておるんで、その流れがずっとあるということで、それをタダにするという形になれ

ばどうするかと。金額的には微々たるもんです。基本的には袋の販売代金というのはそんなに高

いもんではございませんけれども、そういう形の中で、今提言があったんで、それはちょっと検

討をさしてください。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  「検討さしてください」、非常に前向きなうれしい話なんです

けど、もう少し、実際、真剣に検討していただきたいです。これもう金額、課長でも聞いてまし

たけど、料金青と緑の袋で大体町に入る、要するに袋代金を除いて入る割合、１８０万円前後ぐ

らいと聞きました。だから、そういったのを聞いて、１８０万円、先ほど町長は微々たる金額と

言いましたけども、１８０万円でも大きいお金なんで、そこんところは、缶と瓶は資源ごみじゃ
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ないですか。資源ごみで、当時１,０００万円の返還金もありましたけども、もうけた時期もあ

りますよね。もうけたって言ったらいけんけど、たくさん金額が入ってたときもある。 

 だから、資源ごみだから１８０万円ぐらいはもうプラマイゼロでもいけるかなと。でも、缶と

瓶を出す家庭には一般可燃ごみ出してますから、缶だけ出る家はないでしょうし。かといって、

白の袋、青の袋を値上げしてもらっても困るんですけども。赤と緑、ここはしっかり指定をして、

透明でいければいけるという形で、ぜひ前向きに、約束はできないのかもしれませんけど、ほぼ

いい形でやるなり、何かお言葉をいただけませんか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  これは私が住民課長のときに有料化した問題で、ごみ処理に関しては

委託料の九千何百万円だけじゃなくて、ＲＤＦ、分別の処理等で、もうかなりの額がかかってま

す。 

 そして、有料化したのは築上町が最初のほうじゃなかったかなと思ってます。今、無料化のと

こもありますけど、苅田あたりは。ただ、無料化というよりも、先ほど町長が言いましたように、

やはり受益者負担。これはいただいて、分別というごみ出しのルールのマナー等をやはり守って

いただきたいなと思ってます。 

 これ無料化とか、もう袋は透明ならどっちでもいいという形になると、またそれにかかわる経

費もかかってきますんで、ここは私は今、行橋はごみ袋ですか、粗大ごみの場合は５００円か

６００円ですか、うちが５２円のシールにやってますけど、うちは低いぐらいかなと思ってます。 

 やはりごみ処理経費に対して、収集等についてはやはり住民負担があってしかるべきじゃなか

ろうかなと思ってます。昔は相対の業者と相対のショテンインさんの場合は相対とかいう形の料

金体系でしたけど、そういうことはイッサイミで、そのときにごみ袋の有料化したという経緯も

ございますので、これやはり守っていくべきじゃなかろうかなと思ってます。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  有料化したのが、ずっと以前は無料だったと思うんですよ。そして、委

託料を払っておったと。しかし、これは他町村から持ち込まれる例が多々あるんですよ。だから、

町の指定袋にしたという経過も私はあったんじゃないかなと、このような、うっすらですけど記

憶があるんで、だから町の指定袋で出せば他町村から持って来れないとこういう状況もあるとい

うことで御理解をしていただければいいんじゃないかなと思ってます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  他町村から入ることよりもとられることはあっても、他町村か

らっていうのはなかなか非常に少ないんじゃないかと思います。 
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 ごみ袋安いといいましたけど、ナンバー２ぐらい高い地域です。苅田がただですねといいまし

たけど、吉富もみやこ町も豊前市も缶についてはもう透明の袋、もう一般のスーパーで売ってる

市販のごみ袋でいいと。 

 料金になったのはこれからちゅ言いますが、昔は１軒５００円ぐらい処理費とってましたよね、

自治会から徴収的に。今、全てのごみ袋入れても５００円以上になってると思うんです。この缶

と瓶に対して何ですか、市販のごみ袋になって何か、先ほど何か副長言われてました、何か困る

と、収集的なあれをもらわなくては困ると言ったけど何が困るんでしょうか。何か、いいですか、

家電ごみも出してます。缶と瓶のごみ袋については、市販のごみ袋で十分対応でいけるじゃない

か１８０万、だからいろんな委託料あると思います。先ほどの収集運搬事業９,３００万の見直

しとかどうとかいう協議もあったようでないような世界、この１８０万についてもいろいろ協議

をしてこうやって考えていけば、これはこういうふうにすれば住民負担、缶と瓶についてはどっ

かクリアできるんじゃないかと、前向きにこれはどう考えても難しい、この１８０万を消すのは

難しゅうて誰も頭抱えて往生するというような話じゃないというところもあるし、住民負担は少

しでも、住民の負担を少しでも下げれることと思って、十分可能と思って言ってるんです。何が

缶と瓶の袋から収集費をもらわんと困ることがあるんですか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  これは今後です、瓶と缶がまざったりその処理施設の中、入って見た

ことございますか。缶とか瓶の処理をどういう形でやってるのかというのを。実際見てまずそこ

に職員もおるし、シルバーからの派遣職員もいますし、やはりそのごみ現場を見て、やはりカイ

ヒ１８０万無料化するのはあしたでもできると思いますけど、これはやはり住民の受益者負担っ

ていうのは必ず──必ずちゅうのはどうかと思いますけど──やはりいただいて、ごみ出しの

ルールのマナー、そして守っていただくのが行政のサービスといいますか、あり方じゃなかろう

かなと思っています。金とかそういう問題じゃありません。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  町長、副長、じゃあ缶と瓶の袋、緑と赤になります、これ透明

になりました、透明になっていいです。缶と瓶は、缶は缶、瓶は瓶、透明の袋に出してください、

そしたら缶と瓶が一緒になって出るちゅうことですか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  可能性は多いにあるということ。ただ私が言いよんのは、有料化とい

うのはもう全国といいますか、ごみ出しについては有料化っていうのはやはり大原則じゃなかろ

うかなと思ってます。これが基本じゃなかろうかなと思ってます。あとその金が高いとか安いと

かは無料化にせっていうのはそれはもう見解の相違以外はないです。 
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 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  じゃあ、課長お尋ねします。赤と緑のごみを作成するときの単

価わかりますか。一枚幾らでつくられてるか。 

○議長（田村 兼光君）  進環境課長。 

○環境課長（進  信博君）  環境課長の進でございます。缶のほうにつきましては、約１０円、

瓶につきましては一枚当たり７円相当でございます。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  １０円と７円という形で、４００円の袋どっち１０円のほうで

すか。 

○議長（田村 兼光君）  進環境課長。 

○環境課長（進  信博君）  環境課、進です。４００円の分が、この金額でいきますと１００円

ということになります。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  ４００円の分が１０枚ですから１００円、１００円でできるも

のが４００円、３００円が収集的な話、７円が１０枚で２５０円、７０円が２５０円、百何十円

ですか、幾らになります。 

 資源ごみで買えいうことになってる形なんですけど、この値段を下げること可能ですか、それ

ともこれだけとらなくちゃいけないちゅう根拠は今ありますか。 

○議長（田村 兼光君）  八野副町長。 

○副町長（八野 紘海君）  まず無料化にする根拠もないと思います。ただ、総経費２億以上のご

み処理に対する経費がかかってるわけです。（   ）２億以上のお金っていうか経費がかかっ

てるわけです。それについて、今まで受益者負担っていいますか、住民から少しのごみ袋の代に

ついてはやはり負担していただくのは、ベターっていいますかあるべき姿かなと思ってますけど。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  これ何か議論しても余りよくないみたいなんですけど、副長の

言葉だけでいっていく副長の言葉でしないとここで決まるわけでもないし、また決まる理由もい

かないわけで、ただにする根拠がない。僕が今言ったように今流れを最初から言う、缶と瓶はそ

うやっていってもできるんじゃないかというそういう根拠を出したわけなんです、自分なりに。

ただにしても可能じゃないかと、よそもやってるじゃない。金額が１８０万、先ほど町長が微々

たる金額と言われました、検討する課題にもあると収集料もらうのはそりゃわかります。でもほ

かのももらってるんで、そこは検討していけばクリアできる課題じゃないかなと。副長だけの意
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見でそれが当たり前みたいなこと言われても、だから協議する、協議、検討するとかいう言葉が

出てくるわけなんです。２億かかっちょるったってこれは収集運搬業であって、施設のどうのと

かいうのはまた別問題です。 

 それじゃあ収集運搬料１８０万、１００万ちょっとコストは下げましょうとか上げましょうと

かいうことも今後出てくるかもしれん。でも何もやってないわけじゃないですか、今まで、協議

を。だから最初に聞いたわけなんです。そういった検討、協議、適性検査、適正経済、適正価格

を示してきていますかと、誰も答えてないじゃないですか、それを収集運搬、継続、随意契約。 

 だから資源ごみでもなりよるし１８０万、そこんとこ缶が高いとか時期もありました。今平均

で単価いってますけど、そういった協議を前向きに考えて、住民税少し減るわけです。高い袋を

やっぱ買いよるわけです。だけど、いつまでも缶が３つしか入ってないのに、もう１年も半年も

その袋が家にある家もやっぱあるわけで、いろんなことを考えればそこんとこはもうクリアでき

る形を協議今から進めていって収集運搬事業の請負費も含めて、やっていただきたいなと思いま

す。 

○町長（新川 久三君）  最後。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本的には今有料という、これももうごみの減量化の問題も一つあると

いう考え方もありまして、だから受益者負担を少しやってもらえれば、少し袋も節約してもらえ

るんじゃないかという、そうすればごみが減量化されるという問題もございます。だから、そう

いうものを含めて、ちょっと検討するとさっき僕が言ったから、そういうことで、きょうはもう

いきなり唐突に無料にできないかということで、はいいいです、できないとは僕は申せませんの

で、検討するということできょうはおさめていただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  塩田議員。 

○議員（１１番 塩田 文男君）  よろしくお願いします。これで、私の一般質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  それではここで、一旦トイレ休憩をします。 

 再開は、午後２時からです。 

午後１時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  あと二人となりました。午後からのちょっと眠気も差すところ

でしょうけど、通告に基づいて一般質問をさせていただきます。 
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 まず、総合計画についてということで質問上げております。これは、きのう、きょうと同じよ

うな質問をいろんな議員さんから、形は違っても角度は違っても出てると思いますが、私なりに

町長に質問してみたいということで上げさせてもらいました。 

 まず、築上町この総合計画、これがうちの町のこの町の運営の基本と考えて町長よろしいでし

ょうか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  基本というか、それに基づいて仕事はやっていくべきだろうと思って今

までもそういう、そこに提言されてることに基づいて──まあ基づいてないこともこれはありま

す、実際。私の施策でやってる部分もございますけど、基本はそれでいっておると思います。 

○議長（田村 兼光君）  議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  当時９８名の委員さんが、たしかこれ書いてありますが１１部

会に分かれて町長に諮問されて答申をしたということが書いております。一つずつこれを全部ひ

もといていくとなると時間もかかりますので、今町長がこれが基本だよということですので、こ

の中で何点か気になる部分とか通告に基づいてますが、沿って運営してきたのかできてきたのか

ってことで検証していきたいと。 

 ２番目の質問で検証した結果を、今後見直しの中でどう入れていくのかという質問もしており

ます。ちょっと重複したりダブるところあると思いますので、その辺は御協力、考慮ください。 

 まず、これを見直しを大体５年ぐらいであがるということでしてきてたと思いますが、大まか

でいいです、この５年、１９年の３月に出てますが、２４年ぐらいに一回何らかの形で見直して

ると思いますが、ほんとにこう簡単というか主だった点でだけでいいですので、こういうことで

こういうか形で見直してるということで答えていただきたい。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  それを見直してはおりません。当初つくってそれに基づいてやってきて、

必要に応じては政策の中でやってきておると先ほど申したとおりでございまして、委員会を招集

して見直したということはございません。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  ここには実施計画が２年間のローリング方式として毎年度見直

しますと書いてますが、これしてないんですね。 

○町長（新川 久三君）  はい。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  してない理由を聞くと話が長くなるでしょう。 

 じゃあ次に、ここの計画の中に築上町のタイトル「こどもたちの生命を護ります」というタイ

トルになってますが、いろんな意味でのこの護るというこの言葉、うかんむりでなくてごんべん
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にした意味あると思うんで、護れてたのか護り切ったのか護れたのか、その点だけでいいですの

でお答え願いたい。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  私も諮問したのは、心と体の健康の場を求めた生活の場づくりというこ

とで諮問したら、子供の生命を護るというのが議員さんのほうが提言をされてきたというなこと

で、それは十分尊重しながらやってきたと私は考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  護れてきたんでしょう、と理解しましょう。 

 それでは、目指すべき人口規模ということで、当時が２万どれくらいですか１,０００ぐらい

いったんですか、合併した当時は。１０年後には２万５,０００を目指すといって、これには書

いております、２万５,０００規模です。 

 いろんな議員さんの質問の中で、現在の人口が１万九千七百何ぼやったですか、てことは２万

１,０００から約２,０００、約１割減ってきております。この減ってきた原因、こういう目標を

立てて諮問して総合計画をつくってこの基本どおりにやってきた結果が１割の人口減になってし

まったと、このあたりを町長どう考えますか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  委員さんが２万５,０００人を目標にということで提言をしていただい

ておりますが、これはいろんな諸条件をクリアしなければ、クリアできてないのがまずは企業誘

致です。これは常に工藤議員から酸っぱくいつも指摘をされておりますけれども、一緒に行きま

しょうやという話もしておりますけれどもまだそれも実現してないし、ぜひ今度行くとき一緒に

僕は行ってもらいたいとそういうふうに思ってますけれど、こういう形の中で、これは目標数値

だというふうに私は考えておりますし、基本的には少子高齢化という形の中で生まれる人が

２００人未満の中に、亡くなる人は３００人近くなくなっていっておるとこういう状況があって、

１００人から１５０人は人口が毎年減ってきておるという形になります。人口動態は別に、人口

動態は大体プラスマイナスゼロぐらいだろうと思います。 

 しかし、そういう形の中で亡くなる方が１００人多くなれば大体０.５％、人口のです、ずつ

人口は毎年減ってきておるというふうな状況になります。そうすれば１０年たてば１００人減れ

ば１０年たてば１,０００人減るわけです。そういう感覚で現在減ってきておるのは間違いござ

いません。 

 だから少子化に何とか歯どめがかけれればいいと思ってるけど、なかなか子供の数がふえない

という、これも非常に日本の中の社会情勢、経済情勢等々、それから子供の養育に対して非常に

金がかかるという問題等々もございます。そういう形の中できのうも申し上げました、社会の、
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これは高齢化のときに申した西口議員のときの答弁だったと思いますけれども、やはり高齢化の

中で社会の仕組みが問われる時期に来たという形になってきておるというふうな形に私思ってお

りますし、そういう形の中で、人口増を望むという形になればやっぱりさっき言ったように、何

か人的に大きな変革をしなければ人口はふえないという形になろうと。 

 例えば企業が大企業が来て１,０００人、２,０００人の雇用をするような大企業が来るという

形になれば、これは必然的にふえるだろう。だからきのうは極端の例ですけれどもということで、

自衛隊の数をふやしていただいたらこれはふえますよという形、これも恒常的になりますと同じ

人も定着すると思うんですけど、これがなかなか、これは極端な例ですよね、自衛隊の数をふや

すというのは。そういう形の中で、何かそういう極端な減少を町の中で起こればそういう形で人

口はふえてくるでしょうと、現状のままではなかなか団塊の世代の皆さん、僕らも含めてそれが

一応亡くなれば、一応人口の減少率もとまってくる、横ばい１５０人亡くなって１５０人生まれ

るという形になれば、横ばい状態になろうと思いますけど、これが一つ総合計画の中で２万

５,０００人を目指せなかったというのが一つの要因でございます。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  そのとおりだと思うんで、今町長が言ったようにふやせなかっ

た原因は簡単で、亡くなった方が多かった、生まれた方が少なかった、ですから、そこに何らか

の手を打つ。例えば企業誘致ということを町長言いましたけどそれだけじゃない、やはりいろん

な議員さんが言うように、教育の環境の整備とか住宅環境整備とかいろいろあったと思うんです。

ですから、何かするってことはいろんなリスクも背負うし、でもそのリスクを背負うことで、そ

ういういい意味での変化ってのは起きてくるんではないかなと思います。この辺に関しては、最

後にちょっと締めで聞かないかんところがあると思うので、次の。 

 我々が、この当時総合計画の中身についてはこれ確か議会議決はいらなかったんです。今の部

分ぐらいで大体議決で終わってたんです。ちょっと中にもせっかくですから時間もあることです

し、ちょっと中にも入ってみたいなと思う点が結構あるんで、ざっといきましょうか。 

 行財政の部分、小さな役場で捻出した財源を、教育文化や福祉を中心に町民のために使うよう

にします、ということが行財政、僕が気になった部分です。これがどうなったのかということ後

で聞きますが、都市基盤、二つ町の特色を生かしたまちづくり、顔づくりを行い、かつてのにぎ

わいを取り戻します。私が申し上げたいのはかつてのにぎわいってのはよく御存じないし、知ら

ないんです、どのぐらいにぎわったのか、まずこの２点について、小さな役場が捻出した財源を

教育や文化、先ほども質問出てました福祉に役立てますということができてたのか、二つの町の

特徴を取り戻し、かつてのにぎわいを取り戻しますということがどうなのかっていうことを、ま

ず町長お願いします。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  昔の二つの町のにぎわいという形になれば、築城駅前と椎田駅前のにぎ

わいだろうと。これは（「簡単でいいです」と呼ぶ者あり）大型店の進出等々、それからやっぱ

り築城は特に飲食店、飲食街でございましたけれども、これもやっぱり社会情勢の流れ等々で、

よそに流れていっておるという、それとまた自衛隊さんがやっぱり中心で飲食店築城のほうは主

にお客として流れておったのに、これが流れてないというのが現実だろうとこのように。椎田の

ほうは、大型店舗、だんだん昔あった個人商店は後継者ができないままやめていっておると、こ

れが一つの要因だろうと考えておるところでございますし、そんなところでいいんですか。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  なかなか、諮問はして答申はもらってもこのとおりにはいかな

い、中に見ると頑張ってやってた部分もあります。 

 次に、生活環境の部分で下水道、農排についてとか下水道についてうたってますが、これもち

ょっと質問をするのきっかけは、今ことしの４月から消費税が８％に上がった関係で、以前から

農業集落排水をしている地域の葛城地域の方からどうなってるのかと、５％から８％の前にやり

かえたいと、いつつながるのかというお叱りとも言わないですけど電話がありまして、担当課の

課長に聞いたら、あと２年から３年かかるねと、今大至急してますよというような返答をして、

本人がその方が納得したのかしないのかわかりませんが、そういうことでその主の方には本人の

方には伝えました。 

 どんどんこのあたりを、全て公共下水ってなかなか難しいでしょうし、予算の関係もあるでし

ょうけど推進していただきたいし、今計画の見直しっていうのもあるんであればどの程度この下

水道に関して、今公共下水です、これからについてどの程度町長がスピード感持ってやっていっ

てるのかをお聞かせください。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  葛城地区の下水はほぼ配管は全部終わっております。しかし、肝心のい

わゆるこれは処理場を岩丸川とそれから極楽寺川の合流点の上につくる予定でございましたが、

これが非常にやっぱ反対運動起きて頓挫したということがございます。 

 その中で湊の干拓には、公共下水道ということで椎田の旧椎田町の合併前、昭和３０年の合併

前の旧椎田町、これの下水それから小原、上り松それから石堂まで含めたところはこれは第２区

工事になっております。椎田の中でも２区工事ございます。そこの椎田西町の信号からこっち側

の海側ですか、そこが２期工事に入ってます。それから椎田南も２区、椎田南の方がやあやあ言

われる、早く工事してくれという形でございますけれども、推進協議会等々でいわゆる下水の近

いところからという形で今やっておるんで、しばらく待ってもらわなきゃいかんかなと思って。 
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 それで、葛城の分は一応これも苦労しました。処理場を公共下水と農業集落排水事業を一緒に

使うように実現ができたんです。これは画期的なもんじゃないかなと思っております。なかなか

農水省と国土交通省は、非常に自分たちでつくりたいんです、処理場を。それを一緒につくらせ

てくれということで何とか粘り込んで、一緒につくれるようになったということで、全国的にも

珍しいことじゃないかなと思いますけれども、これで椎田干拓内の処理場で一緒に農業排水事業、

農業集落排水事業と公共下水を処理することになって、これで来年度、多分葛城地区一応今コ

マーレの下の線路の下に推進をして、臼田それから坂本の分をつなぎこまななりませんが、この

管渠が成立すれば葛城のほうは供用開始になれると、このように考えておりますんで、来年度の

事業が完了した時点で、もうだから途中から早いところは途中からつながれるとこういうふうに

なっておるところでございます。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  その話をすると当時葛城地区も農排の処分場の件でそれが反対

運動が起こってというなことなんですけど、でしょうけれど、聞けばもう少し役場の対応いろん

な下話、いろんな事前説明があればひょっとすればできてたかもしれないって話を後々聞きまし

た。それができなかったということで、農排と農水省と国土省を合体さした、粘り強く交渉した、

すばらしいことじゃないですか、皆さん。常にそういう気持ちでやっていただきたい。 

 じゃ次いきましょう。次は健康福祉と高齢者福祉。先ほども出て、これも抽象的な表現をして

いるのでどうなのかと思いますが、子育てしやすい環境、また子供の安全に健やかに成長できる

環境を整えます。高齢者福祉に関しては、超高齢社会の対応は必要不可欠ですと。高齢者が今ま

で培った知識と経験を生かし、生涯現役を目標とした生きがいや介護予防の活動が必要ですと、

このようにうたっております。 

 まず、子育てにしやすい環境、子供を安全に健やかに成長できる環境が整ったのか、整ってき

てるのかは、と今の団塊の世代です、超高齢者社会に対する対応をどのようにしてきたのかをお

答え願いたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  （「簡単に」と呼ぶ者あり）簡単ていうか（発言する者あり）超高齢化

社会という、これは基本的には何と申しますか、いわゆる元気な高齢者を元気でいていただこう

というなことでこれが築城町の施策を取り入れて、元気いきいき教室健康サロンというものを取

り上げて、できるだけやっぱり元気な姿でそれぞれ自治会単位に保健師、栄養士それから担当の

看護師等々が出向いて行って、じかにこれを皆さんと健康指導等、食事指導等々行っていってお

るという、これはやっぱり私は築城だけじゃなくて椎田のほうにも普及してきたんではないかな

と考えておるところでございます。 
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 まだまだたくさんあるんですけれど、それとあと若者については、子供の医療費無料化を中学

３年生まで活気的な合併してすぐにやったということではないかなとそのように考えております。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  子育てに関しては医療費の無料化、高齢者福祉に関してはいき

いきその何ですかチアフル築城でやってるそれで大体進めてきているということです。 

 子どもの環境に関しては、前回も３月議会も町長とちょっとお話したと思うんですが、予算

１００億の超が１％切ったら１億です。そしたら当時課長は１％なら切れるんじゃないですかっ

ていう答弁もらいました。１％に１億を子育てとか先ほど来言ってる福祉とかに使うことってい

うのが、町長のこの何かね、何かねって言ったら失礼ですけど何て言うんだろう、手腕であり、

やりがいだと僕は思ったんで、質問したんですけど、今後またそれも考えてみてください。 

 次に農業、林業をまた信田議員がありますので、信田議員が何かと思うんで、農業も、農業い

っか、次いきましょう。農業の一つだけ、消費者に安全安心な農産物をアピールすることで、他

の産地との区別化を図っていきますと。今うちの農業で特産物といえるものは何なのか、町長か

ら特産物、それがどの程度、今築上町また築上町以外でもどの程度周知されてきてるのか、それ

だけでいいですのでお願いします。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  特産物はやっぱり菜花それからスイートコーン、イチゴそれからレタス、

これが基本それとようやくタカナがだいぶ栽培、それとあとは米はシャンシャン米環ということ

で、これは液肥を使った米でＰＲを行っておるとこでございます。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  少しずつそういう（  ）が出てきてるっていう理解でよろし

いでしょうか、はい。 

 次、漁業。漁業もこないだ組合長の椎田の漁業組合長の人と話をしたんですが、もう定置網で

とれないと、魚が全然とれないんですよと、だったらアサリとカキをもっと気合い入れてしたら

ってを話したら、ほんとにもうそういう時期がきてるんだろうって本人も言ってました。だから、

魚に頼っててもできない。アサリ以外には、いつもいつも委員会でも言います。やっぱ椎田あさ

りっていうのはほんとにこう最強のアサリじゃないかと私は委員会でもよく言いますよね。思っ

ています。ですからこれをほんとにブランド化して年中ってのは無理なのかもしれないけども、

もう少し工夫をすれば一大産業になるんじゃないかなと、カキにしても評判がいいらしいです。

ただカキ棚もやっと一つから二つにして、もう１２月になると売り切れたよという話なんです。 

 ですから、そういうところにもう少し手当てをすることってのも大事じゃないかなと思います

がいかがですか、町長。 
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○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  これもきのう漁業振興連絡協議会を総会がございまして、予算にもアサ

リのいわゆる稚貝を自分たちでつくり出そうという、今実験をやろうとちゅうことで、網の中で

稚貝を貝に生まして、そしてそれがまけるような状態、そしてまたよそに販売できるような状態

まで持ってったらということで、今豊前の海洋センターの指導のもとへこういう実験に取り組ん

でおる。これが成功すれば、ある程度画期的なアサリ貝の稚貝を買わないで自分たちで生産して、

またよそに販売するという形になれば非常にいいがなと思ってるとこでございます。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  そういうことで、いろいろ町ができることっていうのも、それ

をほんとにもう余り特定なところばっかりに手当てするというのもいかがなもんかなと思います

が、先ほど町長が言ったように、やっぱり特産物云々ということであれば、それも一つの方法じ

ゃないかなと思います。 

 次、この次の商工観光で一応この基本概要が終わりなんです。商工観光にはメタセの杜を地域

全体の特産館として活用し、交流人口や購買力の増加を図り、これは副町長が社長でしょうけど、

まあいいんじゃないですか、今のところ。いんないですか町長。いいですね、これもう。 

 次、先ほど町長が言ってたこれが問題です。既存の企業の育成、支援を行い新たな雇用の確保

につながる企業誘致に努め、地場産業の形成、育成に努めるとともに近隣市町との連携を深め、

地域産業の育成を推進しますということで、企業誘致というのは、もうほんとに町長とは何回も

質問してなかなか達成されない一つの、町長にとっては一番目の上のたんこぶみたいなとこだと

思うんです。 

 前回も言ったように、私と小林議員が今企業誘致推進協議会の委員になって２回ほど会議して

１回は現地視察に行ったりとかそういう状況を聞いてきた中で前回も言ったんですが、なかなか

今の環境ではうちの町に企業が来るというのは、零とは言わないですけど１％あるのかなと、

１０％はあると言いたいんですけど、そういう状況じゃないかなと思うんです。 

 湊の企業団地の奥にもこないだ行きましたら、少し成長して取りつけ道具つけてという形でし

てるようですが、あすこに来る企業ってなると、あすこに来る企業があればいいんです。でもな

かなか厳しいのかなって状況の中で、企業誘致これからほんとにどう考えてますか。もう来ない

ならやる気がないならやる気がないでいいんです。ほかの方向に頑張って力を注いでくれたらい

いんです。どれもやるこれもやる、議員さんが答え言ったらどれもやる検討しますじゃ、ほんと

ね大風呂敷広げるだけで実のなるものってできないと思うんです。助け船を出してます。ですか

ら企業は難しいと、そのかわり私はこれしますとか、これに力を入れてますよ、この任期中はと

いうもので僕はいいじゃないかなと思うんです。もう一度企業誘致に関して、またこの地域の雇
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用に関しての町長の考え方を教えてください。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  先ほど既存の企業も申しましたけど、既存の企業は規模拡大をやりつつ

ございます。例えばミツバもちょっとふやしていこうかということもございますし、それから高

山化成工業てありますが、ここも町の施設を売却して規模を拡大をしていただいたところで、例

の木工所です、皆さんにも議案としてかけましたけれど、そして従業員の数もふやしてもらって

おると言うことで、既存の企業は少しずつ業績は上げて大きく伸びておるのは現状でございます

けど、さて新しい企業と言う形になるけれども、ちょっと声はかかってくるけど最終的にはとい

うのは、今までの例でございました。日奈古のグラウンドも私は企業にアジアグリーン特区とい

う形で、県のほうの指定を受けて、県のほうも一生懸命世話していただいてるけれども、なかな

かまだまだというとこでございます。 

 それから、城井中学校です、城井中学校の運動場跡これもテクノスマイル早く何とかしなさい

という、テクノが連れて来る約束になってるけどなかなかそれもできないという状況でございま

すして、そういう形の中で、私は諦めてはおりません。今度大阪のほうで企業誘致セミナーとい

うのがあるんで、犬も歩けば棒に当たるという形になるかもわかりませんので、一応セミナーに

は行って私どもの町を売ってこようというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  セミナーは結構いろんなとこでやってるって聞きます。今まで

そこは町長怠けてた部分じゃないですか。例えば課長が行ったってそりゃ話にならんでしょう。

最後の一番大事な部分の交渉事っていうのはやっぱ町長です。ほんとに来てくれるのか、来てこ

ないのか、いろんな条件を出してくるでしょう。そこまでいけばですよ、同じテーブルにつけれ

ば。そこが今まで企業が来んやった一つの原因かもしれないということであれば、町長が積極的

に行ってＰＲ活動することで、ひょっとすれば一企業は来るかもしれません。 

 最後に、合併後の町に期待することとか棒線グラフであるんです。いろいろ見ると、築上町の

産業振興の中で必要なこと第１位何だと思います。企業誘致です。すごいですね、その当時

１０年前にもこういうことを総合計画の委員会では話されてたってことです。 

 快適な生活環境をつくるときに必要なことの中では、防犯対策というのが１位なんです。それ

と下水道の整備、道路の整備ってのが上位で挙がってる。 

 最後、この質問の最後なんですが、一番冒頭に言ったように２万一千数百人から１万９,０００に

減ったというのは、町長が言う亡くなった人のほうが生まれた方より多かったっていうただ単純

な引き算でこうなってるだけであって、今言われてたこと私が質問したこと、これは町長、一つ
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でも実行に移してやっていくことで、この２万、今１万９,０００が次には２万人になるかもし

れないということで、この質問は終わりたいと思います。頑張ってやってください。 

 次にいきます。次は学校教育についてで、今回学校関係の質問ほんとに教育長議会かなと言わ

れるぐらい教育長に対する質問または学校の統合等いろいろな問題が今議会の中でも話題になっ

ております。 

 まず、最初の質問なんですが、いじめ、不登校はあるのか単純明快に聞きます。先ほど中島議

員のほうから関連の質問であったときに２名と小学校は２名と、不登校、不登校は小学校で

（  ）、中学校は１０名。問題はそこで中島議員が質問をやめてくれたから僕はこれ質問でき

るんですけど、じゃあその２名に対して小学校ですけど、小学校で不登校ですよ、中学校は

１０人もいる、１０人しかじゃない１０人もだと私は。それに対して教育委員会としてどういう

手当てをしてきたのか、現在どうなのかまでをお答え願いたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。まず最初にいじめの件ですけど、これもいじめは月１回

の月例報告で上がってきて、深刻ないじめというのはないですけども、冷やかしとかからかいと

かそのようないじめは上がってきております。その件に対しては早急に対応するようにしてます

し、解決しております。 

 今質問に出ました不登校ですけども、２５年度今年度まだ不登校の定義づけというのは、年間

に３０日以上が不登校傾向ということで捉えています。小学校は２名、中学校は１０名という形

で上がってきております。 

 そのまず対策の前にどのような子供たちが不登校になるかという原因は一長一短です。まず

１つ目は、怠けっていうんですか、勉強がおもしろくない、学校の規則になじめない、遊びたい

外で遊びたい、怠惰ちゅうんですか、それが１点。２点目は、家庭が基本的な生活習慣が十分身

についていない家庭の乱れっていうんです。３点目です、学校とか学級の中になかなかなじめな

い、つまり学校に適応できない。子供とのコミュニケーションとれない、また教師との人間関係

受け付けない。そのようなところが大きなとこです。 

 よって、今ありましたように、教育委員会として、これはいじめ不登校というのはそれこそ先

ほどの話じゃないですけども、命にかかることですし、やっぱり（  ）大事なことですので積

極的に取り組みをしてやっております。 

 各学校に対しては、マンツーマンで指導したり、またときには支援チームという形で、例えば

どういうことかといいますと、カウンセラーとかソーシャルワーカーとかまた必要に応じては警

察署なり児童相談所なり入っていただいて、支援チームという形で入って積極的に家庭に入って

いき、家庭訪問など繰り返しております。 
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 ときには問題行動ということがあれば、サポート会議という形も行っております。そのサポー

ト会議っていうのはどういうことかといいますと、問題行動起こす者、子供に対して学校と教育

委員会だけじゃなくて、ときには警察署とか児童相談所とかいろんな角度の人、福祉課もそうで

すけどいろんなところが入ってもらって、そういうところでどのような対応をしていくかという

ことで、そのように積極的に取り組んむように努力しております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  教育長、もうちょっとマイクに近づいてはっきりせんと、ときどきわか

りにくい声がありますよ。 

○教育長（進  俊郎君）  はい。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  いじめに関しては、今教育長の答弁ですと多少なりの冷やかし

とかいうのがあるだろうと、それに対しては教育委員会もしかり学校の対応をしていってるとい

うことの答弁ですね。 

 この不登校っていうのは、私らも子供は大きくなるとなかなか学校の状況というのがよくわか

らないです。たまたまいろんなところでよく話をするそういう子供たちを持った親と話する機会

がありまして、そのときに不登校の話が出たんです。その親は、小学校のときに不登校だったら

しいです。原因は何ですかって聞いたら先生と合わんやったと。中学では今真面目に頑張ってそ

の子とも話しましたけど行ってるみたいです。ですから何ていうんですか、先生と合わないから

って親は、子供が悪いのか先生が悪いのかって問題になるとそれはどっちもどっちみたいな話が

あるんでしょうけど、やっぱ我が町でいう不登校、いじめとかいうのがあってはいけないことだ

ろうし、そういうものが今いろいろないじめの問題とかで新聞やらマスコミをにぎわしてるよう

なことがあってはいけないと思うんです。ですから、教育委員会としては全力でこのあたりはき

ちっとやっていただきたい。 

 それと、もう一つ携帯電話の今取り扱いです。聞くと私が持ってるスマートフォン、ラインて

のがあるんです、ラインて御存じですか。それでこうグループをつくれる。一斉にすると全員に

情報がいくみたい。それで何かラインでいじめをしたりとか何かそういうような話をちょろっと

聞いたんですが、中学校、小学校この義務教育の携帯電話の取り扱いっていうのは学校の中では

どうなってますか、その１点だけでいいです。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。この問題は特に中学校なんですけども、携帯、ラインで

すけど、それがまたいじめ等につながりますので、学校に持ち込まない、教室に持ち込まないと

いうのが原則です。そして（  ）お願いしてます。 
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○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  それが実地されてるという理解でよろしいですか。私らの時代

もそうだったんです。ある子が持って学校でばれて解約させられて解約料幾らとられたっていう

ような後で思えば笑い話みたいなことがありましたけども、もうそれから十数年たってます。今

こういうものすごく便利のいい携帯電話になって、今教育長の答弁の範囲内だと学校には持ち込

まない、持ち込ませない、何か非核三原則みたいですけど、そんなような状況であれば、それで

携帯電話に関しては対応してるということでよろしいですね。 

○教育長（進  俊郎君）  はい。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  じゃあ次いきます。これ英語の教科が小学校でも教科になると、

今でもたしか５、６年生は年間何十時間三十五、六時間ですか、五時間ですか、もう必修科目み

たいな形でやっているという話なんですが、これがほんとに教科に格上げというかなったときに、

今の現状の先生で対応がどうなのかというところなんです。 

 確かに小学校程度の英語ならとは思うけど、今いろんな塾に通ったりして英語に対する外国に

対する親の位置づけも非常に高いと思うんです。そうなるともう何ていうんでしょう、小学校に

行って英語の教科習う前にある程度の勉強をしてるような環境っていうのも、そういう子供もい

るんじゃないかなと思うんです。 

 そうなると、先生の問題とか教える側の問題っていうのが、非常に何ていうんでしょう問題っ

ていうか重要なのかなと思います。教育長この体制整備をどう考えてますか。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  教育長です。今ありましたように、教科となれば教師のほうで評価、

評定します。よって今までの英語に対する（  ）単なる楽しみという形でコミュニケーション

とってるだけじゃなくて、初歩的な英語活用、英語運用っていうのがかかってきますので、よっ

て教師の指導力ってのは非常に問われます。 

 でも、基本的にいいまして私は大丈夫と思っています。というのは、合併前の十数年前からほ

ぼ旧椎田、旧築城どちらもそうなんですけども、町雇用の英語講師を雇っております。よって全

国的には五、六年やったんですけども、ここは十数年前から１年生から英語活動に親しんでおる

ということで、よって教師のそれに英語専門の講師のそばについて指導してました。よって、ま

してや今度はこれから教科っていう形になれば今の形では３年生から週一、二時間、五、六年生

からは週二、三時間、三時間ぐらいはふえてきます。よってこれに対しては積極的に今までも他

の町雇用の講師に任せることなく定期的に英語活動にかかわってきてるから、私大丈夫だと信じ

ておりますし、そう願ってほしいと思ってます。 

 以上です。 
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○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  教育長の英語の教科になるのは大丈夫でしょうということで、

安心というかこのとおりいけるように今からほんとにこの英語教科を教科にする目的というのは、

オリンピック云々とか東京オリンピック云々とかっていうのもあるみたいですし、やっぱこう世

界に通用する子供たちを育成しようと、英語というのは必要不可欠ということで、国のほうも腰

を上げてるということだと思いますので、我が町からでもそういう人材が輩出できるように頑張

っていただきたいと思います。 

 最後の小中学校の統合について、将来見据えた計画はということで、最後質問通告をしており

ます。これももうほんといろんな人が質問をしました。あえて町長には聞きません。町長へ聞い

たらそれはもう答えは一緒ですから。前回私が質問したときに教育長は町長がいいならそれでい

いんじゃないですかっていう答弁をしてないというけどもこれ議事録に残ってます。これはっき

り覚えてます。 

 教育長、教育この学校規模適正化に関する答申書と当時の教育長以下議会からも出ていたと思

うし、各種団体のそういう方たちが一生懸命今の中学校、小学校へ関するものに関して一生懸命

審議して答申を出してます。 

 これを当時教育長は、主事かなんかでおったんです、これおらんやったですか。平成２１年に

出してます。学校主事かなんかだと思うんです、僕何かそんな記憶がある。これを覆すだけの教

育委員会の話し合いは何回もって、統合はしないという結論に達したのか、教育委員会でどれぐ

らい協議をしてということの質問です。どれぐらい協議をしましたか。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  きちっとした形は一度か二度ぐらいですけども、事あることにそのこ

とが話題になりました。よって私が独断で個人的に教育統合について、はっきりどうしようかっ

てわけではなくって教育委員会の場でも十分そのことについて話し合いをして、方向づけは持っ

て来たつもりです。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１２番 工藤 久司君）  今度、教育委員会で話された、これ議事録ありますよね。教育

委員会、たしか議事録とらないかないっていう決まりはあるはずです。教育委員会で話されたこ

とは。この議事録が見てみたい、私は。その当時一生懸命議論して、統合だという、これは答申

なのか町長（  ）になったのかわからんですけど。これを覆すだけの教育委員会での話し合い

の議事録、私はほんと見てみたいと思います。 

 最後に、最後というか、いろんな議員さんが質問する中で、先ほど中島議員の小中学校の統合
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って書いてるのは、中島議員とちょっとかぶる部分がある。今２００人ちょっとの規模の中学校

２つ建てることが、ほんとにこの町にとってどうなのか、私も当時この学校規模出たときは統合

しなくてもいいんじゃないかなって気持ちがほんとにあったんです。 

 ただやっぱ時代も変わり、２００人て我々がＰＴＡしよったから４００人近くおったのが、も

う１０年ぐらいの間にもうこんなに減ってるのかってのが現状です。それがほんとに効率的な学

校運営ができるのかとか、いろいろそういうふうなこと考えると、ほんとにこう危惧されます。 

 毎日新聞にも出たように、小中学校の統合もう６・３制じゃなくて先ほど教育長も言ってたや

ないですか、四三二とかそういうのもほんとに検討に入れた統合ってのも私はしてほしい。 

 今の英語教育にしかり、ほかの教科にもしかり小学校から持ち上がって中学校に行くってこと

はデメリット絶対あります。あるけどもほんとに学力だけのことをいうなら、やっぱ教職間の連

携もとれるし、ほんとにこう一貫性のある教育ってのができるんじゃないかなということなんで

す。今、ここは町長、町長には質問しないことにした、ここは教育長として町長が何て言おうと

いらん世話やと、あなたそれだけの権限持ってるわけです。 

 きのう小林議員やった、地方教育行政の知ってるでしょ、組織運営及び運営に関する法律って

のはあるんです。これには書いてます。もう読みませんけど。教育長の権限であるやないですか。 

 ですから、少し違和感あるなと思ったら、町長が公約で統合をするとかしないとかってのはこ

れ違和感あったんです。それはただしがあると思う。教育委員会が統合するといっても予算出さ

んよとか逆もありますよね。それはあるだろうと思うけど、教育委員会としてのきちっとした町

長に対する意見ぐらい持っとかんと、これは教育委員会なんかいらなくなります。 

 ですから、何回も言うようやけど先ほどの小中学校の統合に関しては、中島議員の中では非常

にいいことじゃないって教育長言ってたやないですか。それやったらそれを何で視野に入れて教

育委員会が統合、その統合もしかりの話をしないのかなと、今がチャンスです。ほんと中学校建

ったらもうその話もできません。どうですか。 

○議長（田村 兼光君）  進教育長。 

○教育長（進  俊郎君）  統合するしないとかいうことが前に私が教育長となっていつも大切に

していたことがあるんです。それは何かと言いますと、やっぱり地域と触れ合いの地域から信頼

される活気のある活力のある学校づくりなんです。やっぱりこれがないと、地域が学校を愛し、

学校がまた地域を愛する。そのようなことで地域と一体となった学校づくり、活力ある学校づく

り、そのことが根底に私自身あります。 

 よって、特に小学校の場合、地域との触れ合い活動とか積極的に地域に入っていって地域も学

校を支援しております。そういう形でその中で子供たちは体験活動を通して力強い子供になって

いってます。小規模校もそうです。特に小規模校はそうなんですけれども、そういうことで今の
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町長が云々ということじゃなく、やっぱり今のところは地域は多く支えてもらって、地域、学校

の活性化が校区の活性化が地域の活性化になるということがあって、将来云々ちゅうか、統合、

小学校、中学校云々ちゅうかわかりませんけども、やっぱり地域が活性化し学校活性化し、今の

カリキュラムづくりがしっかりできれば、あえて今のところは統合しないでいいんじゃないかっ

て、私は基本的な考えなんです。 

 それで、今言ったように学校活力なくなり、地域から信頼されなくなるような学校になればま

た違った形で出てくると思ってます。そのように私は基本的な考えなんです。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  工藤議員。 

○議員（１番 工藤 政由君）  中学校の今度の統合しないっていうか、予算に関しては厚生文教

委員会では全員がこれはもっと考えるべきだという結論に達してるみたいです。私もそのとおり

だと思います。 

 ですから、そんなに慌ててするものって何なんだろうかと思うわけです。慌ててそういうもの

をつくることで、どれだけ効果があるのかっていうことです。町長には質問してないのであれな

んですけど。 

 ですから、そこは今ほんとに岐路に立ってるって町長、岐路に立ってる立ってないって話しま

すけど、学校教育、学校の統合に関してとか施設の老朽化に関しては、今が一番考え直されるチ

ャンスじゃないかなと思います。 

 ですから、この時期を間違うと、あああということでは取り戻せません。たってしまったら、

これは、あああという話にならないように教育長としてもっと強い意志で臨んでほしいなと思う

んです。もう町長と同じ権限あるわけですから、教育長という権限があるわけですから、そこは

頑張っていただきたいし、まだまだ町長にも考える余地はあるんではないかなということで一般

質問を終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（田村 兼光君）  ここで一旦トイレ休憩とします。 

 再開は、午後３時からとします。 

午後２時50分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後３時00分再開 

○議長（田村 兼光君）  それでは、休憩前に引き続き会議を開きます。 

 それでは、１１番目に１５番、信田博見議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  通告に基づきまして質問いたします。 
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 バイオマスタウン構想と第１次産業の関連についてということで通告をしております。１番か

ら５番までずらっと書いてますけども、（   ）なるべく早く終わりたいと思いますんでお願

いいたします。 

○議長（田村 兼光君）  ちょっとね、気合いを入れれやっちょおくれ、最後に。 

 最後やけ。気合い入れてやらんと、みんな眠とうなっちょる。 

○議員（１５番 信田 博見君）  それじゃあびしっと気合いを入れてやります。 

 バイオマスタウン構想って書いてますけど、正式にはバイオマス産業都市構想というんだそう

ですけれども、バイオマス産業都市構想が築上町の第１次産業、これは築上町の基幹産業でござ

いますが、これを元気づけ、そして活性化させることにつながるかということをお聞ききしたい

んですけれども、農業に関しては液肥で循環型農業を推進するということでずっと旧椎田町の時

代からもうやってきております。 

 この方向性というのはしっかり見えてますか。特に森林、林業に関すること、木質バイオマス、

それから森林、林業、里山、その他そういう林業の活性化というのが、このバイオマス構想の中

からはまだ先が見えないような状況じゃないかなと思うんです。 

 そういうことで、農業の分もいいです、言うてください。それから林業のほうもお願いします。

それから、漁業のほう、漁業のほうも何かこのバイオマスと漁業との関連というか関係というか、

漁業のほうに液肥を使うというようなことも何かちょっと書いておりましたけども、そういった

ことも産業課長お願いします。 

○議長（田村 兼光君）  田村産業課長。 

○産業課長（田村 啓二君）  産業課の田村でございます。 

 バイオマス産業都市構想でございます、御質問の内容は。平成２０年に御質問のとおりタウン

構想というのを策定をして、農林水産省の認定を受けてるところでございます。５年後に見直し

という時期と国のほうの考え方が少し変化をいたしまして、バイオマス産業都市構想ということ

で求めがありましたので、これに応じて、応じるべく築上町で制定をしたものでございます。 

 お尋ねの第１次産業の活性化についてどういう考え方かということで御指摘でございますが、

お配りをさせていただいてます産業都市構想の基本的な考え方は議員が御指摘のとおり、農林水

産業の活性化の一翼を担うべくこの構想書を策定をしたものでございます。 

 ただし林業、農業、漁業本体の中身を全てこの中で網羅してるものではございません。農林水

産業から発生をします林業でありますと廃材木の活用、農業でありますと農業にかかわる廃棄物

の利用、漁業であれば漁業の廃棄物の利用、あるいは町内から発生する廃棄物をいかに資源化に

して再利用するかということが、このバイオマス産業都市構想の基本でございますので、それぞ

れの産業に対する基本的な政策をここで述べているものではありません。 
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 中身を申しますと、特に尋ねられております林業に関しては、間伐材ないしはいわゆる一般材

杉、ヒノキ以外の物を使って燃料化をしていこうということで、ページ数でいきますと６ページ

にどれくらいあるかということと、それをどう利用するかということを、ページ数で言いますと

１０ページの中で間伐材等を使って約４０８トンを目指して燃料化をしていこうということをこ

の構想書の中ではうたっております。 

 発生する材料の約１０％を計算上上げているところでございます。想定する量といたしまして

は全体で林業の中では約４,０７８トンが廃材（  ）及び製材所から発生する物だという想定

をして、その中の１０％を利用するという形で計画をまとめているものでございます。 

 農業に関しましては、先ほどもいいましたように液肥化を図っていこうと、原料といたしまし

ては、昨日環境課長が申しましたように、し尿で生ごみを中心に液肥化を図っていくという計画

でございます。 

 漁業に関しましては、今までこの液肥の利用というものが全く対象外でございましたので、今

後先ほどの議論にもありましたように、今当面はアサリ養殖ということを試験的に始めるという

ことでございますので、瀬戸内海は内海でございまして、かつては汚染の海でございましたが現

在ではかなり汚染が軽減されまして、逆に貧栄養価から富栄養価の方向に海の組成が変化をして

おりますので、その栄養補強としてこの液肥が利用できないだろうかと。今後可能性については

研究を図っていくということで、液肥利用も農地だけではなくて海への利用も構想書の中で一つ

の今後の可能性として提案をさせていただいてるところでございます。 

 もう一つは、ＢＤＦの問題でエタノール化ということで、柱は大きくはこの４点でバイオマス

産業都市構想を取りまとめております。バイオマスタウン構想と決定的に違う内容は、このバイ

オマスを利用して地域振興の中で経済的な波及効果及び雇用の増減、雇用がふえるものがどの程

度見込まれるかということを、この構想書の中で新たに追加をするっていうのが以前と違うもの

でございます。 

 それについてもページ数で申し上げますと、構想書の２２ページに地域波及効果ということで

一覧表化をして現在のその試算をまとめているものです。この地域波及効果というものなければ、

農林水産省の認定の対象外になりますので、ここを構想書の中で取りまとめたものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（田村 兼光君）  信田議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  詳しくありがとうございました。 

 私の場合は、林業のほうをしっかりと聞きたかったんですけども、中島議員も結構林業の話を

しましたんで、中島さんが言わなかったことをちょっとお聞きしたいと思います。 

 林業で一番大事なことというのは今、課長も言われましたけども杉の木、ヒノキそういった人
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工林じゃなくてそれ以外のところ、人工林は町長も言われましたように、今森林環境税というの

が一人５００円とられてますけども、税金で、その分の返りが町の来てまして、非常に今個人所

有の山等がきれいに間伐され、除伐もされているようであります。それがずっと続いていけば、

結構そういう人工林はよくなっていくんじゃないかなと思います。 

 そういうことで、人工林は別としまして、広葉樹林、杉、ヒノキ以外広葉樹林がそのままほっ

たらかしになっておりますけども、外見から見たらわかりません。でも、中に入ってみると非常

につるが巻き上がったりとか、立ち枯れしたりとかいろいろ荒れております。 

 そういうことで広葉樹林でも特に人里近く、要するに一般的にいう里山です、今里山も完全に

崩壊しつつあります。その里山の崩壊が猪や鹿の被害を生んでいるということも言われておりま

す。ですから、その猪や鹿等の隠れ家等もこの里山の手入れすることによって取っ払うことにな

るわけですけども、そういった里山あるいは広葉樹林の手入れ、その広葉樹林に作業道を入れた

りとかそういう考えはないですか。 

○議長（田村 兼光君）  田村産業課長。 

○産業課長（田村 啓二君）  産業課の田村でございます。 

 いわゆる里山、雑木林等に作業道ということの御質問でございますが、現在作業道の導入を図

っておりますが、中心は人工林、杉、ヒノキの林でございます。これは国の補助金を受けまして

民有地あるいは財産区、町有林含めて５００タール以上が一つの基準でございますので、これで

作業道と排出間伐をセットにして現在毎年行っておるとこでございます。 

 今お尋ねの雑木林いわゆる広葉樹林の内容につきましては、補助事業の対象外でございます。

したがって今の段階では、このむしろ雑木林で補助事業で仮に入れたとしても、地主さんにとっ

てはかなり大きな負担になりますので、これを雑木林も適用していくというのは、制度上もござ

いませんけれども、これを実際にやるというのは非常に経済的な負担が大きくてなかなか難しい

のが現状でございます。 

 いわゆる人工林の作業道に関しましては、作業道をつくる際に当然木がありますから、そこで

伐採をしてこれを売りますと大体補助金も合わせて事業主の負担としては、結果としては、今の

状況ではかなりプラスになるということで、かなり地主さんは財産区も含めてそういった公有財

産の部分も大きいわけですけれども、そういうプラスにならない状況で、制度もございませんけ

ども、作業道については現在のところ可能性としては非常に薄いというのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（田村 兼光君）  信田議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  かなり厳しいようでございますが。今私職業は林業ですが、そ

ういう関係でいろんな方から電話があるいは問い合わせがあるのは、まき、まきがほしいと、ち
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ょっと衝動的にまきストーブがいいなちゅうんでまきストーブつけたけど、まきがどうしても入

手できないと、そういうことでもういろんな人から、先日も田川の人から電話かかってきました。

そういうことで、今ほんとにまきストーブ設置してまきを燃やしてる方が非常に多い。ここ二、

三年急にふえたような気がします。そういうことで、広葉樹も決してお金にはならないというわ

けじゃないと思います。ですから、まきもこれからは一つの事業として成り立つのかなと、今思

っております。それは私がせないかんことかもしれませんけども、まき欲しがる人にはできれば

安く分けてあげたいなと思っておりますが。 

 今、メタセの杜の横のブランド館に行きますと一本５０円で売っております。一本５０円とい

うとどれぐらい、１キロぐらいです、ちょっと抱えて１キロぐらい。砂糖の、砂糖が１キロです

から、あの重さぐらいの木が一本、４０センチぐらいの長さなんですけど一本５０円です。です

から五本もあれば２５０円ぐらいとってます。 

 ですから、結構いいお金にはなると思うんです。だから広葉樹の林を広葉樹林を手入れしてま

きをつくるというのも一つの手かもしれません。そういったことで、ぜひ広葉樹のほうも手入れ

をするように働きかけていただきたいと思います。 

 まきはなぜ今多いのかというと、石油製品というか化石燃料というかが非常に高いということ

もありますし、まきで暖房すると家の中ほとんどが暖房ができるということでかなり経済的じゃ

ないかということなんですけど、実際はつけてみるとまきのほうが高くつくんですけど。 

 そういうことでつけられる人が非常に多いんですけども、大きくはまきというのはカーボンニ

ュートラルということで、まきを燃やして出た二酸化炭素は排出したようにはならない。まきと

いうのはカーボンはニュートラルということですから、二酸化炭素は出してませんよと、その二

酸化炭素をまた木が吸収してそれを固定化してまた材木ができるんだから、まきは石油とかそう

いったものとは違って二酸化炭素を出したようにはならないということで、だから非常にエコだ

ということでそういうふうでやってる人が多いみたいですけども、実際そうだと思います。です

から、非常に今そういう人が多いんで、できれば広葉樹のほうも手入れをするようにお願いした

いと思います。 

 それから、液肥を漁業にというのは、液肥をアサリとか養殖するとこにまくわけですね。可能

性といったんか、可能性があるということなんですね。それでいいんですね。はい、わかりまし

た。 

 ということでございますんで、ぜひバイオマスタウン構想でどんどん進めて、第１次産業をし

っかり元気づけていただきたいと思います。 

 次に、障害者福祉と高齢者福祉についてということで、障害を持った人が６５歳を過ぎると介

護保険が優先になるのかということでございますが、障害を持った人が６５歳になったところで
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もうあなたは介護保険ですよということで、なんか打ち切られるような状況が起こっておるらし

いんです。ですから、障害を持った方が例えば障害者用のグループホームなんかに入っている場

合、６５歳前に入った人はそのままずっとそのサービスが受けられるそうです。 

 しかし、そうじゃなくて６５歳以降にそういうサービスを受けたいなということでお願いして

もそれはできない。なぜかというと、介護保険が優先になるんだということでございます。です

から、おんなしような状況の人で同じの年で同じような状況の体が不自由な感じの人でもそうい

う福祉、障害者サービスが受けられないという人とゆっくり受けられる人と、なんか非常に、何

ちゅうんですか不公平な感じが生じているということでございますが、そこのところをちょっと

福祉課長。 

○議長（田村 兼光君）  平塚福祉課長。 

○福祉課長（平塚 晴夫君）  福祉課の平塚でございます。障害を持った人が６５を過ぎると介護

保険が優先になるのかということで、自立支援給付と介護保険制度との適用関係とこれの基本的

な考え方については、障害者についても６５歳以上の者及び４０歳以上、６５歳未満の医療保険

の加入者、原則として介護保険の被保険者となるために介護保険制度が優先になるということで、

これにつきましては平成１９年の３月２８日に厚労省のほうから通達、通知がありまして、障害

者自立支援法に基づく自立支援給付と介護保険制度との適用関係等についてという通知がござい

ます。それによると障害者自立支援法に基づく自立支援給付については、自立支援法第７条の法

令による給付との調整規定に基づき、介護保険の規定による保険給付が優先をされるということ

で、通知を受けておるところでございます。 

 以上です。 

○議員（１５番 信田 博見君）  現に、障害者サービスを受けてる人が６５歳になったと。だか

らその人はもう介護保険にしてもいいですけども、実際はその障害者サービスをずっと受けても

いいです、６５歳以前にそういうサービスを受けてる人は、ずっとその後もそのまま受けていい

ですよということになっとるらしいんです。ですから６５歳過ぎたらそりゃあだめだと介護保険

が優先なんだと。介護保険というのは障害者のほうとはまたちょっと違いまして、認定を受ける

要支援１、２、３、要介護１、２、３、４といろいろあると思いますけども、介護保険で老人

ホームに、例えば養護老人ホームに入ろうということであれば、要介護３、４ぐらいでないと今

入れない状況なんです。でも、障害者用の障害者用のグループホーム等に入る、障害者で入れば

入れるんじゃないですか。障害者用のグループホームに入れば。 

○議長（田村 兼光君）  福祉課長。 

 わかありやすう言うちょくれ。 

○福祉課長（平塚 晴夫君）  福祉課の平塚でございます。先ほど議員さんが言ってらしたように
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６５未満の方でもう既に入所されてる方、この方は、引き続き制度を受けられると。ただ、入ろ

うと思ったときに６５歳を過ぎておった場合は、まず介護保険が優先されますので、介護保険の

認定基準によってその要介護の判定をしていただくわけです。 

 それで、介護保険の施設に入れない場合、症状が軽いとかいう場合は、今度はまた障害者支援

法のほうの認定を受けてもらうわけです。それで認定が通れば、その障害者施設に入れるという

ようなことになっておるそうでございます。 

○議長（田村 兼光君）  信田議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  介護保険の認定が通ればというのが、介護保険の認定に通ると

いうのは要支援１でも通ったちゅうことになるんですよね。じゃあそりゃとてもそういう施設に

は入れないです、老人関係の施設には。 

 例えば、歩けない、足が悪くて歩けない。炊事、洗濯その他生活ができないような人が、どう

しても施設に入りたいと言っても入れないわけなんです、介護保険であるならば。もう我慢しな

がらどうかして町の弁当とりながらどうか命をつないでいくしかないんです。そこのところをち

ょっと僕もよその市町村聞いたら、そこのところ結構近隣の市町村は、ある程度対応しちょるら

しいんです。それはどういう対応してるのかというのはよくわかりませんが、恐らく町の単費と

いうか町が独自にやってるんじゃないかなと思うんです。通告が来とるちゅうことは、これ一応

法律になるんでしょうから、その法律を犯すわけにはいかんから、恐らく町の単費でやっとるん

じゃないかなとは思うんですけども。これはそこそこの市町村のトップの考え方次第でできるん

じゃないですか。 

 町長とも少しこの件で話したんですけども、町長もあんまりわかってない。というのが町長と

福祉課長との連携とれてないです、今まで、わからんけど。町長それできないですか。 

○議長（田村 兼光君）  新川町長。 

○町長（新川 久三君）  商大は福祉課長が把握して、あと決定するのは僕ですけど、そういう形

の中でもし他町村がそういう形であれば、ちょっと調査しながらするかしないかは検討しないか

んし、そこんとこやっぱり財政的な問題もあるという問題もあると思いますし、老人福祉の問題

も先ほど言った独自的にやってます。例えば高齢者の年金ですか、年に１万２,０００出して、

これはもううちだけなんです。だから、こういうのがもうかわりにそういう形になるかどうかと

いう話になればまた別として、けど今福祉年金ていうのは築上町だけ出して、あとは年齢刻みで

８０、９０とかそういう節目に出しておるのを主でございまして、そこのとこがちょっと検討さ

せてください。 

○議長（田村 兼光君）  信田議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  はい、障害者用のグループホーム等に入ると、五万、六万円ぐ
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らいで入れるそうです。 

 しかし、介護保険で要支援１とか２とか３、要介護１、２までぐらいは、どうしても特別養護

老人ホームとかに入れなくて、有料の老人ホームに入るとなると、十二、三万高いところはまた

それ以上取られるらしいんです。ですから、おんなし年でおなしような障害を持ちながら、やっ

ぱしおんなし築上町に住みながら、それができる人とできない人がおるっちゅうことは非常にこ

れ理不尽であると思うんで、そこのところしっかり調べて、また町長にもしっかり報告をしてい

ただきたいと思います。 

○議長（田村 兼光君）  平塚福祉課長。 

○福祉課長（平塚 晴夫君）  福祉課の平塚でございます。優先される介護保険サービスは、サー

ビスの内容や機能、障害福祉サービスに相当する介護保険サービスがある場合には、基本的には

この介護保険サービスに係る保険給付を優先して受けることになります。 

 ただし、介護保険サービスには相当するものがない、障害者福祉サービス固有のものと認めら

れる行動援護、自立訓練、就労移行支援、就労継続支援Ａ型、Ｂ型については、障害福祉サービ

スに係る介護給付訓練等の給付等の障害者福祉サービスが支給をされるというような状況になっ

ております。 

 以上です。 

○議長（田村 兼光君）  信田議員。 

○議員（１５番 信田 博見君）  ありがとうございます。 

 施設に入ってる人たちというのは、その施設の人たちからいろんなそういうサービスのやり方、

受け方あたりを聞くんですけども、在宅の人たちというのはそういう情報がほとんど入ってこな

いです。ですからそういう情報も流す、流さないかんと思うんです、教えてあげなければ。 

 そういうことで、この質問は以上で終わりますけども、よろしくお願いします。 

────────────・────・──────────── 

○議長（田村 兼光君）  これで、本定例会での一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全て終了しました。これで散会します。どうも御苦労さまでした。 

午後３時30分散会 

────────────────────────────── 
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